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金融機関の皆さまへ

TKCモニタリング情報サービス通信
採用金融機関は500機関、利用件数37万件突破!
当サービスの拡大を通じて事業者・金融機関・TKC会員の関係強化を後押しします

Vol.73

■税理士は事業者支援における金融機関の最有力パートナー
　金融庁長官　伊藤 豊／TKC全国会会長　坂本孝司
■地域金融機関と税理士との“顔の見える関係”を目ざして
　「TKC　FOCUSシリーズ」をぜひご視聴ください
■画期的な提携スキーム「TKCファストリンク」の意義とは
　日本政策金融公庫 姪原保志常務取締役／湯川直樹税理士
■TKCファストリンクは創業支援の現場で大きな効果を発揮するツール
　C.P.F.E合同会社／久保武徳税理士事務所
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TKC全国会会長

坂本孝司
金融庁長官

伊藤 豊
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TKCモニタリング情報サービスを利用いただくことにより、
金融機関は税務署に提出された融資先の決算書・申告書を
最も速く収集できます。

◉決算書等提供サービス

◉【特許第6419378号】取得日：平成30年10月19日

TKCモニタリング情報サービスの内容

TKCモニタリング情報サービス クラウドサービスです

このサービスは
TKCが提供する

無償の

TKCモニタリング情報サービスは特許を取得しています

◉月次試算表提供サービス

◉【特許第6375425号】取得日：平成30年7月27日

関与先からの依頼に基づいて、法人税の電子申告後に、
融資審査・格付けのために金融機関へ決算書や申告書等のデータを提供するサービスです。

企業、金融機関、会計事務所の各ＰＣがネットワークで接続された会計情報モニタリングシステム

関与先からの依頼に基づいて、TKC会員による月次巡回監査の終了後に、
金融機関へモニタリング用の月次試算表等のデータを提供するサービスです。

企業、金融機関、会計事務所の各ＰＣがネットワークで接続された
会計情報モニタリングシステムの認証方法
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動画 ｢TKC FOCUSシリーズ｣

動画 金融機関のTKCモニタリング情報サービス活用事例

金融機関の皆さまにご視聴いただきたい動画のご案内

中小企業の経営や会計の課題にフォーカスし、専門家とともにその本質と解決策を探る番組です。地域経済を牽引する中小企
業の存続・発展を願って、今後5年間にわたり継続的にお届けします。
金融機関の経営トップの皆さまには、本動画の概要や視聴方法を記載したご案内状をお届けしました。

◉第1回「信頼できる決算書とは」
信頼できる決算書とは何か?  税理士と金融機関の連携を深めるための

仕組みや、中小会計要領チェックリストの役割を紹介します。さらに、加藤正敏
理事（日本商工会議所）・家森信善教授（元金融庁参与・神戸大学経済経営研究所）が、
その本質と“顔の見える関係”を築くための視点を語ります。

◉ご視聴いただいた金融機関の声
TKC会員が関与する事業者(融資先)のデフォルト率の低さは、金融機関に

とって極めて重要な事実であり、TKC会員への信頼が一層高まりました。
金融機関、税理士、事業者(融資先)の連携の重要性を再確認できました。

金融機関向けセミナー※で3機関に「TKCモニタリング情報サービス（以下、MIS）」の活用事例を講演いただきました。同金融機
関並びにセミナー主催者から許諾をいただき、講演の動画をTKCグループホームページに掲載しましたのでご案内します。
ぜひご視聴いただき、MISに対する金融機関の評価や活用事例をご確認ください。　※日本金融通信社（ニッキン）が主催する「FIT2025」

伊藤豊金融庁長官も視聴されました!

視 聴 方 法

視 聴 方 法

いずれかの方法でご視聴ください。

◉TKCグループホームページからご視聴ください。　https://www.tkc.jp/fx/bank/movie/

◉TKCモニタリング情報サービスまたはTKC経営指標(WebBAST)にログイン後の画面からご視聴くださ
い。

◉TKCグループホームページ　https://www.tkc.jp/fx/bank/
「TOP」メニュー、または「金融機関の皆様へ」メニューから申し込みのうえ、ご視聴ください。

▶足利銀行の活用事例（令和7年10月10日 東京会場でのご講演）

▶栃木県信用保証協会の活用事例（令和7年10月10日 東京会場でのご講演）

▶尼崎信用金庫の活用事例（令和7年9月4日 大阪会場でのご講演）

企画・制作 TKC全国会・株式会社TKC
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E-mail：fintech.banks@tkc.co.jp

◉お問い合わせ先
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巻頭対談

─
─
本
日
は
、
公
務
ご
多
忙
の
中
、
対
談
の

時
間
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
本

伊
藤
長
官
と
は
監
督
局
長
時
代
の
令

和
5
年
1
月
に
対
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同

年
7
月
に
は
T
K
C
全
国
役
員
大
会
で
も
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
金
融
庁

長
官
へ
の
ご
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

伊
藤

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

─
─
早
速
で
す
が
、
金
融
庁
は
今
年
8
月
に

「
2
0
2
5
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
」
を
公

表
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
中
小
企
業
金
融
の
要

点
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

伊
藤

行
政
方
針
に
も
記
し
ま
し
た
が
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
そ
の
他
の
環
境
変
化
に
直

面
す
る
地
域
が
持
続
的
に
発
展
を
目
指
す
中
で
、

地
域
金
融
の
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
力
（
=
「
地

域
金
融
力
」）
へ
の
期
待
は
極
め
て
強
く
あ
り

ま
す
。
同
時
に
、
地
域
金
融
機
関
を
は
じ
め
地

域
金
融
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
、
地

域
経
済
の
活
性
化
は
そ
の
存
続
基
盤
の
強
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
各
地
で
数
多
く

の
優
れ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
経
験
を
共
有
し
、
地
域
金
融
機
関
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
連
携
し

て
地
域
金
融
力
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
、
金
融

庁
と
し
て
政
策
を
総
動
員
し
、
で
き
る
こ
と
に

は
全
て
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

─
─
お
話
し
い
た
だ
い
た
「
地
域
金
融
に
関

わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
に
は
融
資
先
企
業
の
顧
問

税
理
士
も
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
税
理

士
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
。

伊
藤

税
理
士
の
方
々
は
当
然
、「
地
域
金

融
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
の
中
に
入
り
ま
す
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
地
域
の
企
業
や
非
営
利
の
団
体
、

政
府
系
金
融
機
関
や
信
用
保
証
協
会
、
ま
た
大

学
な
ど
も
含
め
て
広
く
捉
え
て
よ
い
と
思
い
ま

す
が
、
と
り
わ
け
税
理
士
の
方
々
は
中
小
企
業

経
営
者
に
と
っ
て
最
も
信
頼
を
置
け
る
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
り
、
時
に
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て

く
れ
る
頼
も
し
い
存
在
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
金
融
機
関
と
事
業
者
が
対
話
す
る
た

め
に
は
情
報
が
同
じ
で
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

資
本
市
場
の
場
合
は
監
査
が
入
り
、
決
算
書
を

含
め
情
報
が
共
有
さ
れ
て
投
資
家
と
経
営
陣
の

対
話
が
成
立
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
間
接

金
融
、
そ
し
て
中
小
企
業
の
世
界
に
お
い
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
、

例
え
ば
税
務
署
用
と
銀
行
用
の
決
算
書
が
存
在

し
て
い
る
よ
う
で
は
信
頼
関
係
は
成
り
立
た
な

い
し
、
対
話
や
相
談
な
ど
に
は
到
底
至
ら
な
い

わ
け
で
す
。
決
算
書
等
の
情
報
の
正
確
性
は
非

常
に
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
関
わ
っ

て
お
ら
れ
る
税
理
士
や
公
認
会
計
士
の
方
々
は

非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

中
小
企
業
金
融
に
お
け
る

「
情
報
の
非
対
称
性
」の
解
消
を

坂
本

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
会
計
は
「
情

報
の
非
対
称
性
」
の
解
消
手
段
と
し
て
世
の
中

に
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
金
融
機
関
と
経
営
者

の
情
報
が
同
じ
で
な
い
と
対
話
に
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。
た
だ
、
日
本
で
は
中
小
企
業
金
融
に

お
い
て
「
情
報
の
非
対
称
性
」
を
解
消
す
る
基

本
的
な
仕
組
み
が
な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
で
あ
り
、

課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
産
業
構
造
や
間
接
金
融
が
主
流
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
日
本
と
類
似
点
が
多
々
あ
る
ド

イ
ツ
中
小
企
業
金
融
に
つ
い
て
長
ら
く
研
究
し

て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
税
理
士
や
経
済
監

査
士
（
公
認
会
計
士
）
が
決
算
証
明
書
（
ベ
シ

ャ
イ
ニ
グ
ン
グ
：Bescheinigung

）
の
作
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

金
融
規
律
の
健
全
性
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
経
緯
を
辿
る
と
、
1
9
6
1

年
に
、
日
本
の
銀
行
法
・
信
用
金
庫
法
に
あ
た

る
信
用
制
度
法
（
K
W
G
）
が
制
定
さ
れ
、
同

法
第
18
条
に
お
い
て
、
金
融
機
関
に
対
し
一
定

額
以
上
の
融
資
に
年
度
決
算
書
の
徴
求
を
義
務

付
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
3
年
後
の
1
9
6
4

年
、
日
本
の
旧
大
蔵
省
銀
行
局
に
あ
た
る
ド
イ

ツ
連
邦
金
融
制
度
監
督
局
（BA

K
red

）
は
、

「
年
度
決
算
書
の
信
頼
性
」
を
確
保
す
る
た
め ■とき：令和7年11月10日㈪　■ところ：金融庁長官応接室■進行／TKC出版社長　内薗寛仁

photo：中島淳一郎

今年8月に公表された「2025事務年度　金融行政方針」では、「地域金融機関をはじめと

する様々なプレイヤーが連携して地域金融力を発揮していくため、金融庁として政策を

総動員し、できることには全て取り組んでいく」と示されている。伊藤豊金融庁長官と坂本

孝司TKC全国会会長との対談は、この金融行政方針を踏まえ、中小企業金融における

地域金融機関と税理士による連携のあり方等について語り合われた。

税理士は事業者支援における
金融機関の最有力パートナー

巻頭対談

伊藤  豊
金融庁長官

坂本孝司
TKC全国会会長

4会報『TKC』2025年12月号より
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会
計
士
の
方
々
は

非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

中
小
企
業
金
融
に
お
け
る

「
情
報
の
非
対
称
性
」の
解
消
を

坂
本

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
会
計
は
「
情

報
の
非
対
称
性
」
の
解
消
手
段
と
し
て
世
の
中

に
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
金
融
機
関
と
経
営
者

の
情
報
が
同
じ
で
な
い
と
対
話
に
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。
た
だ
、
日
本
で
は
中
小
企
業
金
融
に

お
い
て
「
情
報
の
非
対
称
性
」
を
解
消
す
る
基

本
的
な
仕
組
み
が
な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
で
あ
り
、

課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
産
業
構
造
や
間
接
金
融
が
主
流
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
日
本
と
類
似
点
が
多
々
あ
る
ド

イ
ツ
中
小
企
業
金
融
に
つ
い
て
長
ら
く
研
究
し

て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
税
理
士
や
経
済
監

査
士
（
公
認
会
計
士
）
が
決
算
証
明
書
（
ベ
シ

ャ
イ
ニ
グ
ン
グ
：Bescheinigung

）
の
作
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

金
融
規
律
の
健
全
性
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
経
緯
を
辿
る
と
、
1
9
6
1

年
に
、
日
本
の
銀
行
法
・
信
用
金
庫
法
に
あ
た

る
信
用
制
度
法
（
K
W
G
）
が
制
定
さ
れ
、
同

法
第
18
条
に
お
い
て
、
金
融
機
関
に
対
し
一
定

額
以
上
の
融
資
に
年
度
決
算
書
の
徴
求
を
義
務

付
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
3
年
後
の
1
9
6
4

年
、
日
本
の
旧
大
蔵
省
銀
行
局
に
あ
た
る
ド
イ

ツ
連
邦
金
融
制
度
監
督
局
（BA

K
red

）
は
、

「
年
度
決
算
書
の
信
頼
性
」
を
確
保
す
る
た
め ■とき：令和7年11月10日㈪　■ところ：金融庁長官応接室■進行／TKC出版社長　内薗寛仁

photo：中島淳一郎

今年8月に公表された「2025事務年度　金融行政方針」では、「地域金融機関をはじめと

する様々なプレイヤーが連携して地域金融力を発揮していくため、金融庁として政策を

総動員し、できることには全て取り組んでいく」と示されている。伊藤豊金融庁長官と坂本

孝司TKC全国会会長との対談は、この金融行政方針を踏まえ、中小企業金融における

地域金融機関と税理士による連携のあり方等について語り合われた。

税理士は事業者支援における
金融機関の最有力パートナー

巻頭対談

伊藤  豊
金融庁長官

坂本孝司
TKC全国会会長
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「
税
理
士
等
に
よ
る
一
定
の
保
証
が
な
い
年
度

決
算
書
」
は
、
同
法
第
18
条
所
定
の
「
年
度
決

算
書
」
に
相
当
し
な
い
─
─
と
い
う
解
釈
を
導

出
し
、
税
理
士
な
い
し
経
済
監
査
士
（
公
認
会

計
士
）
に
よ
る
「
年
度
決
算
書
の
信
頼
性
」
に

係
る
証
明
書
を
求
め
る
通
達
を
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
2
0
0
2
年
に
は
、
貯
蓄
銀
行

（Sparkassen

）
を
は
じ
め
と
し
た
ド
イ
ツ
全

土
の
金
融
機
関
が
、「
帳
簿
記
帳
に
基
づ
く
数

字
が
そ
れ
自
体
と
し
て
蓋
然
性
が
あ
る
こ
と
の

説
明
を
、
作
成
さ
れ
た
年
度
決
算
書
に
付
す
よ

う
に
」
と
い
う
要
望
書
を
一
斉
に
出
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
無
担
保
・
無
保
証
融
資
で
な
く

と
も
、
年
度
決
算
書
の
蓋
然
性
評
価
が
必
要
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
見
で
す
が
、

こ
の
要
望
書
が
発
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ド
イ

ツ
連
邦
金
融
監
督
庁
（Bundesanstalt für 

Finanzdienstleistungsaufsicht

：BaFin

、

2
0
0
2
年
4
月
設
立
）
に
よ
る
働
き
か
け
が

あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
こ

の
よ
う
に
、
健
全
な
中
小
企
業
金
融
制
度
の
構

築
に
向
け
、
各
方
面
か
ら
中
小
企
業
の
年
度
決

算
書
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
が
推
奨
、

整
備
さ
れ
、
有
効
に
機
能
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
仕
組
み
が
存
在
し
な
い

わ
が
国
に
お
い
て
、
T
K
C
全
国
会
で
は
今
、

中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
情
報
の
非
対
称
性
の

解
消
に
向
け
て
、
金
融
庁
が
事
務
局
に
入
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
権
威
あ
る
ル
ー
ル
と
し
て

2
0
1
2
年
に
創
設
さ
れ
た
「
中
小
会
計
要
領

（
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
基
本
要
領
）」
等

を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
や
民
間
金
融
機
関
で
は
中

小
会
計
要
領
を
適
用
し
て
い
る
中
小
企
業
へ
の

金
融
面
で
の
支
援
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
日
本
税
理
士
会
連
合
会
に
よ
る
「
中

小
会
計
要
領
の
適
用
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
は
15
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
確
認
す
る
こ
と
で
決
算
書
の
信
頼
性
を
識
別

す
る
こ
と
が
で
き
、
ド
イ
ツ
の
べ
シ
ャ
イ
ニ
グ

ン
グ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
活

用
も
含
め
て
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
金
融
機
関
と

税
理
士
が
連
携
し
て
、
安
心
し
て
融
資
で
き
る

仕
組
み
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

伊
藤

お
話
に
あ
り
ま
し
た
日
本
政
策
金
融

公
庫
を
は
じ
め
、
民
間
金
融
機
関
に
お
い
て
も

「
中
小
会
計
要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
活
用

し
た
独
自
の
融
資
商
品
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、

事
業
者
支
援
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
現
場

か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

坂
本

そ
の
意
味
で
我
々
は
現
在
、
金
融
機

関
の
ト
ッ
プ
と
お
会
い
し
て
、
中
小
会
計
要
領

の
活
用
に
向
け
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
金
融
機
関
、
税

理
士
は
共
に
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
と
し

て
中
小
会
計
要
領
の
普
及
・
促
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
立
場
で
も
あ
り
ま
す
。
円
滑
な
中
小
企

業
金
融
に
向
け
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
営
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
は
経
営
助
言

業
務
が
行
え
る
金
融
機
関
や
税
理
士

─
─
T
K
C
全
国
会
で
は
こ
れ
ま
で
も
全
国

の
金
融
機
関
と
地
元
の
T
K
C
地
域
会
と
の
ト

ッ
プ
対
談
や
実
務
者
協
議
を
通
じ
て
、「
顔
の

見
え
る
関
係
」
の
構
築
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

家
森
信
善
神
戸
大
学
教
授
等
に
よ
る
経
済
産
業

研
究
所
（
R
I
E
T
I
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
地
域
金
融
機
関
支
店
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て
お
り
、
直
近
の

2
0
2
3
年
版
に
お
い
て
は
全
国
2
5
1
6
名

の
支
店
長
が
回
答
し
、「
税
理
士
に
は
税
務
以

外
の
幅
広
い
分
野
で
連
携
を
期
待
し
て
い
る

（
全
体
の
47
・
5
％
）」「
税
理
士
と
の
連
携
し

た
支
援
が
取
引
先
の
再
生
・
成
長
に
有
益
だ
っ

た
事
例
が
あ
る
（
全
体
の
42
・
3
％
）」
等
と

答
え
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
と
税
理
士
の
関
係

は
良
い
方
向
に
進
み
、
か
つ
強
ま
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤

金
融
機
関
だ
け
で
地
域
の
全
て
の
事

業
者
に
伴
走
支
援
を
行
う
こ
と
は
マ
ン
パ
ワ
ー

的
に
も
難
し
く
、
様
々
な
地
域
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

と
連
携
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
連
携
先

と
し
て
、
中
小
企
業
の
最
も
身
近
な
存
在
で
あ

る
税
理
士
の
方
々
は
非
常
に
有
力
で
す
。
銀
行

に
は
話
さ
な
い
こ
と
で
も
、
税
理
士
に
は
話
す

と
い
う
社
長
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

税
理
士
の
方
々
に
は
、
会
社
の
経
営
実
態
を

見
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
た
め
に
、
研
鑽
を
積
ん

で
力
を
付
け
た
り
、
専
門
家
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
税
務
関
係
だ
け
で
な
く
経
営
面
の

サ
ポ
ー
ト
も
し
て
く
れ
る
税
理
士
は
、
経
営
者

に
と
っ
て
よ
り
頼
り
に
な
る
存
在
と
な
り
、
結

び
つ
き
も
強
ま
る
と
思
い
ま
す
。
T
K
C
全
国

会
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
う
い
う
こ

と
か
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
力
を
高
め
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂
本

そ
の
よ
う
な
税
理
士
事
務
所
が
増
え

る
こ
と
で
社
会
か
ら
の
期
待
が
高
ま
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
業
界
全
体
の
質
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
は
我
々
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
2
0
1
7
年
に
T
K
C
全
国
会
の
会
長

に
就
任
し
て
か
ら
、
税
理
士
の
業
務
を
「
4
大

業
務
（
税
務
・
会
計
・
保
証
・
経
営
助
言
）」

と
し
て
整
理
・
定
義
し
、
そ
の
実
践
を
呼
び
か

け
て
お
り
ま
す
。
近
年
は
税
務
・
会
計
は
も
と

よ
り
、
保
証
と
経
営
助
言
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
税
理
士
は
月
次
巡
回
監
査
を
通
じ
て
企
業

の
仕
訳
を
詳
細
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
実
態
を
把
握

し
て
い
る
た
め
数
字
を
も
と
に
し
た
経
営
助
言

が
可
能
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
伊
藤
長
官
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
経
営
者
と
の
結
び
つ
き
、

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
が
よ
り
強
固
に
な
る
と

い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

伊
藤

銀
行
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言

坂本孝司TKC全国会会長 伊藤  豊金融庁長官

■金融庁「2025事務年度　金融行政方針」（令和7年8月）より抜粋

１．金融機能の更なる発揮を促し、持続的な成長に貢献する
（１）事業者の持続的な成長を促す金融機関の取組の推進
　地域において人口減少・少子高齢化が進行する中、多くの事業者が人手・後継者不足といった課題に直面して
いる。足元では、原材料費や人件費の上昇も経営を圧迫している。金融機関には、自然災害の頻発・激甚化や各
国の通商政策の影響等も踏まえ、事業者支援に万全を期すことが求められている。金融機関に対し、事業者への
きめ細やかな支援の実施を促す。
　こうした中でも、事業者の中には、積極的な設備投資・デジタル化等を推進し、付加価値や労働生産性を高め
ようとするものや、事業承継により優れた技術や顧客基盤を維持しようとするものも存在する。金融機関がこう
した事業者を後押ししていくための施策を推進する。
① 地域金融力強化プラン
　人口減少・少子高齢化その他の環境変化に直面する地域が持続的に発展を目指す中で、地域金融の地域経済
に貢献する力（＝「地域金融力」）への期待は極めて強い。同時に、地域金融機関をはじめ地域金融に関わるプ
レイヤーにとって、地域経済の活性化はその存続基盤の強化につながる。これまでも各地で数多くの優れた取組
が行われているが、そうした経験を共有し、地域金融機関をはじめとする様々なプレイヤーが連携して地域金融
力を発揮していくため、金融庁として政策を総動員し、できることには全て取り組んでいく。（以下、略）

※下線は編集部
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「
税
理
士
等
に
よ
る
一
定
の
保
証
が
な
い
年
度

決
算
書
」
は
、
同
法
第
18
条
所
定
の
「
年
度
決

算
書
」
に
相
当
し
な
い
─
─
と
い
う
解
釈
を
導

出
し
、
税
理
士
な
い
し
経
済
監
査
士
（
公
認
会

計
士
）
に
よ
る
「
年
度
決
算
書
の
信
頼
性
」
に

係
る
証
明
書
を
求
め
る
通
達
を
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
2
0
0
2
年
に
は
、
貯
蓄
銀
行

（Sparkassen

）
を
は
じ
め
と
し
た
ド
イ
ツ
全

土
の
金
融
機
関
が
、「
帳
簿
記
帳
に
基
づ
く
数

字
が
そ
れ
自
体
と
し
て
蓋
然
性
が
あ
る
こ
と
の

説
明
を
、
作
成
さ
れ
た
年
度
決
算
書
に
付
す
よ

う
に
」
と
い
う
要
望
書
を
一
斉
に
出
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
無
担
保
・
無
保
証
融
資
で
な
く

と
も
、
年
度
決
算
書
の
蓋
然
性
評
価
が
必
要
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
見
で
す
が
、

こ
の
要
望
書
が
発
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ド
イ

ツ
連
邦
金
融
監
督
庁
（Bundesanstalt für 

Finanzdienstleistungsaufsicht

：BaFin

、

2
0
0
2
年
4
月
設
立
）
に
よ
る
働
き
か
け
が

あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
こ

の
よ
う
に
、
健
全
な
中
小
企
業
金
融
制
度
の
構

築
に
向
け
、
各
方
面
か
ら
中
小
企
業
の
年
度
決

算
書
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
が
推
奨
、

整
備
さ
れ
、
有
効
に
機
能
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
仕
組
み
が
存
在
し
な
い

わ
が
国
に
お
い
て
、
T
K
C
全
国
会
で
は
今
、

中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
情
報
の
非
対
称
性
の

解
消
に
向
け
て
、
金
融
庁
が
事
務
局
に
入
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
権
威
あ
る
ル
ー
ル
と
し
て

2
0
1
2
年
に
創
設
さ
れ
た
「
中
小
会
計
要
領

（
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
基
本
要
領
）」
等

を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
や
民
間
金
融
機
関
で
は
中

小
会
計
要
領
を
適
用
し
て
い
る
中
小
企
業
へ
の

金
融
面
で
の
支
援
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
日
本
税
理
士
会
連
合
会
に
よ
る
「
中

小
会
計
要
領
の
適
用
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
は
15
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
確
認
す
る
こ
と
で
決
算
書
の
信
頼
性
を
識
別

す
る
こ
と
が
で
き
、
ド
イ
ツ
の
べ
シ
ャ
イ
ニ
グ

ン
グ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
活

用
も
含
め
て
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
金
融
機
関
と

税
理
士
が
連
携
し
て
、
安
心
し
て
融
資
で
き
る

仕
組
み
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

伊
藤

お
話
に
あ
り
ま
し
た
日
本
政
策
金
融

公
庫
を
は
じ
め
、
民
間
金
融
機
関
に
お
い
て
も

「
中
小
会
計
要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
活
用

し
た
独
自
の
融
資
商
品
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、

事
業
者
支
援
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
現
場

か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

坂
本

そ
の
意
味
で
我
々
は
現
在
、
金
融
機

関
の
ト
ッ
プ
と
お
会
い
し
て
、
中
小
会
計
要
領

の
活
用
に
向
け
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
金
融
機
関
、
税

理
士
は
共
に
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
と
し

て
中
小
会
計
要
領
の
普
及
・
促
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
立
場
で
も
あ
り
ま
す
。
円
滑
な
中
小
企

業
金
融
に
向
け
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
営
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
は
経
営
助
言

業
務
が
行
え
る
金
融
機
関
や
税
理
士

─
─
T
K
C
全
国
会
で
は
こ
れ
ま
で
も
全
国

の
金
融
機
関
と
地
元
の
T
K
C
地
域
会
と
の
ト

ッ
プ
対
談
や
実
務
者
協
議
を
通
じ
て
、「
顔
の

見
え
る
関
係
」
の
構
築
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

家
森
信
善
神
戸
大
学
教
授
等
に
よ
る
経
済
産
業

研
究
所
（
R
I
E
T
I
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
地
域
金
融
機
関
支
店
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て
お
り
、
直
近
の

2
0
2
3
年
版
に
お
い
て
は
全
国
2
5
1
6
名

の
支
店
長
が
回
答
し
、「
税
理
士
に
は
税
務
以

外
の
幅
広
い
分
野
で
連
携
を
期
待
し
て
い
る

（
全
体
の
47
・
5
％
）」「
税
理
士
と
の
連
携
し

た
支
援
が
取
引
先
の
再
生
・
成
長
に
有
益
だ
っ

た
事
例
が
あ
る
（
全
体
の
42
・
3
％
）」
等
と

答
え
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
と
税
理
士
の
関
係

は
良
い
方
向
に
進
み
、
か
つ
強
ま
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤

金
融
機
関
だ
け
で
地
域
の
全
て
の
事

業
者
に
伴
走
支
援
を
行
う
こ
と
は
マ
ン
パ
ワ
ー

的
に
も
難
し
く
、
様
々
な
地
域
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

と
連
携
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
連
携
先

と
し
て
、
中
小
企
業
の
最
も
身
近
な
存
在
で
あ

る
税
理
士
の
方
々
は
非
常
に
有
力
で
す
。
銀
行

に
は
話
さ
な
い
こ
と
で
も
、
税
理
士
に
は
話
す

と
い
う
社
長
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

税
理
士
の
方
々
に
は
、
会
社
の
経
営
実
態
を

見
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
た
め
に
、
研
鑽
を
積
ん

で
力
を
付
け
た
り
、
専
門
家
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
税
務
関
係
だ
け
で
な
く
経
営
面
の

サ
ポ
ー
ト
も
し
て
く
れ
る
税
理
士
は
、
経
営
者

に
と
っ
て
よ
り
頼
り
に
な
る
存
在
と
な
り
、
結

び
つ
き
も
強
ま
る
と
思
い
ま
す
。
T
K
C
全
国

会
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
う
い
う
こ

と
か
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
力
を
高
め
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂
本

そ
の
よ
う
な
税
理
士
事
務
所
が
増
え

る
こ
と
で
社
会
か
ら
の
期
待
が
高
ま
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
業
界
全
体
の
質
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
は
我
々
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
2
0
1
7
年
に
T
K
C
全
国
会
の
会
長

に
就
任
し
て
か
ら
、
税
理
士
の
業
務
を
「
4
大

業
務
（
税
務
・
会
計
・
保
証
・
経
営
助
言
）」

と
し
て
整
理
・
定
義
し
、
そ
の
実
践
を
呼
び
か

け
て
お
り
ま
す
。
近
年
は
税
務
・
会
計
は
も
と

よ
り
、
保
証
と
経
営
助
言
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
税
理
士
は
月
次
巡
回
監
査
を
通
じ
て
企
業

の
仕
訳
を
詳
細
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
実
態
を
把
握

し
て
い
る
た
め
数
字
を
も
と
に
し
た
経
営
助
言

が
可
能
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
伊
藤
長
官
が
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
経
営
者
と
の
結
び
つ
き
、

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
が
よ
り
強
固
に
な
る
と

い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

伊
藤

銀
行
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言

坂本孝司TKC全国会会長 伊藤  豊金融庁長官

■金融庁「2025事務年度　金融行政方針」（令和7年8月）より抜粋

１．金融機能の更なる発揮を促し、持続的な成長に貢献する
（１）事業者の持続的な成長を促す金融機関の取組の推進
　地域において人口減少・少子高齢化が進行する中、多くの事業者が人手・後継者不足といった課題に直面して
いる。足元では、原材料費や人件費の上昇も経営を圧迫している。金融機関には、自然災害の頻発・激甚化や各
国の通商政策の影響等も踏まえ、事業者支援に万全を期すことが求められている。金融機関に対し、事業者への
きめ細やかな支援の実施を促す。
　こうした中でも、事業者の中には、積極的な設備投資・デジタル化等を推進し、付加価値や労働生産性を高め
ようとするものや、事業承継により優れた技術や顧客基盤を維持しようとするものも存在する。金融機関がこう
した事業者を後押ししていくための施策を推進する。
① 地域金融力強化プラン
　人口減少・少子高齢化その他の環境変化に直面する地域が持続的に発展を目指す中で、地域金融の地域経済
に貢献する力（＝「地域金融力」）への期待は極めて強い。同時に、地域金融機関をはじめ地域金融に関わるプ
レイヤーにとって、地域経済の活性化はその存続基盤の強化につながる。これまでも各地で数多くの優れた取組
が行われているが、そうした経験を共有し、地域金融機関をはじめとする様々なプレイヤーが連携して地域金融
力を発揮していくため、金融庁として政策を総動員し、できることには全て取り組んでいく。（以下、略）

※下線は編集部
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巻頭対談

え
ま
す
。
例
え
ば
金
利
の
競
争
だ
け
で
は
、
お

客
さ
ん
を
獲
得
し
て
も
、
さ
ら
に
安
い
金
利
を

提
示
す
る
銀
行
が
表
れ
た
ら
す
ぐ
に
離
れ
ら
れ

て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
経
営
に
役
に
立

つ
存
在
で
あ
れ
ば
き
っ
と
離
れ
て
い
か
な
い
で

し
ょ
う
。
必
ず
し
も
全
て
の
金
融
機
関
が
伴
走

支
援
を
し
て
事
業
再
生
な
ど
を
行
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金
利
競
争
や
融
資
以
外
の

面
で
も
地
域
企
業
の
役
に
立
つ
こ
と
が
必
ず
や

求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
税
理
士
の
方
々
に
も
同
じ

こ
と
が
言
え
、
税
務
だ
け
で
な
く
、
経
営
助
言

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
中
小
企
業
か
ら
必
要
と

さ
れ
、
同
時
に
、
付
加
価
値
の
高
い
業
務
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

実
力
の
あ
る
税
理
士
は
金
融
機
関
か
ら
も

非
常
に
頼
り
に
さ
れ
る

坂
本

そ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
金
融
庁
の
ト

ッ
プ
で
あ
る
金
融
庁
長
官
か
ら
税
理
士
に
期
待

す
る
役
割
等
を
語
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

っ
た
現
状
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

伊
藤

私
も
金
融
庁
で
監
督
局
長
を
3
年
務

め
ま
し
た
が
、
経
営
者
保
証
の
問
題
を
は
じ
め
、

中
小
企
業
金
融
の
話
を
す
る
際
に
、
金
融
機
関

は
人
手
が
足
り
て
い
な
い
と
い
う
現
状
を
承
知

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
支
店
の
担
当
者
が

1
0
0
社
、
2
0
0
社
を
受
け
持
つ
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
社
長
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
じ
っ
く
り
話
す
時
間
も
取
れ
ず
、

対
応
し
き
れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
際
、
税
理
士
の
方
々
と
良
好
な
関
係
を
築

き
、
人
手
不
足
の
解
消
策
の
一
つ
と
し
て
連
携

し
て
い
る
金
融
機
関
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
「
現
場
の
知
恵
」
で
あ
り
、
現
場
で
自
然
に

生
ま
れ
た
取
り
組
み
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

坂
本

そ
の
意
味
で
は
、
い
ま
か
ら
13
年
前

に
創
設
さ
れ
た
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
制

度
を
有
効
活
用
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
制
度

設
計
の
過
程
に
お
い
て
私
も
議
論
に
加
わ
り
ま

し
た
が
、
中
小
・
零
細
企
業
に
寄
り
添
っ
て
い

る
の
は
企
業
の
約
9
割
に
関
与
し
て
い
る
税
理

士
、
そ
し
て
信
用
金
庫
の
よ
う
な
雨
の
日
も
風

の
日
も
バ
イ
ク
で
企
業
に
駆
け
つ
け
る
地
域
密

着
型
の
金
融
機
関
で
す
。
こ
の
二
者
が
も
っ
と

協
力
し
て
支
援
す
る
体
制
を
作
る
べ
き
だ
と
提

案
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
は
金
融
庁
も
関
与

す
る
こ
と
で
、
支
援
機
関
で
あ
る
税
理
士
の
活

用
が
一
層
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

伊
藤

我
々
も
金
融
機
関
に
対
し
て
、「
ど

の
よ
う
に
企
業
に
寄
り
添
う
か
」
と
い
う
問
い

を
常
に
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
補
助

金
の
申
請
書
類
は
中
小
企
業
の
社
長
に
は
分
か

り
づ
ら
い
も
の
で
す
。
し
か
し
金
融
機
関
の
担

当
者
か
ら
制
度
を
案
内
し
た
り
、
実
際
の
申
請

に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
企

業
支
援
の
有
力
な
手
段
で
す
。
税
理
士
の
方
々

も
経
営
支
援
の
一
環
と
し
て
こ
う
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
こ
れ
は
金
融
機

関
に
担
っ
て
ほ
し
い
役
割
と
も
重
な
り
ま
す
。

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
と
い
う
立
場
で
両

者
が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
も
有
効
な
打
ち

手
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
企
業
は
資
金
調
達
も
必
要
で
す

し
、
金
融
機
関
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

活
用
し
た
い
は
ず
で
す
。
税
理
士
と
金
融
機
関

が
連
携
す
れ
ば
、
事
業
承
継
や
M
&
A
の
話
も

も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
思
い
ま
す
。

坂
本

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
私
は
数
年

前
か
ら
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
と
い
う
言
葉
を

使
い
始
め
ま
し
た
。
今
さ
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、

中
小
企
業
金
融
の
現
場
で
も
そ
の
影
響
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
本
来
、
信
用
金
庫
の
よ
う
な

地
域
密
着
型
の
金
融
機
関
ほ
ど
、
企
業
と
密
接

な
関
係
を
築
く
べ
き
な
の
に
、
顔
の
見
え
な
い

関
係
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
残
念
で
す
。

一
方
、
税
理
士
業
界
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
、
関
与
先
の
現
場
に
出
向
い
て
巡
回
監
査
す

る
こ
と
を
省
こ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
は
由
々
し
き
問
題
で
す
。
時
代
の

変
化
が
急
激
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
あ
え
て
「
顔

の
見
え
る
関
係
」
を
重
視
す
べ
き
だ
と
訴
え
て

い
ま
す
。
企
業
と
税
理
士
、
企
業
と
金
融
機
関
、

そ
し
て
金
融
機
関
と
我
々
。
こ
の
よ
う
に
三
者

の
関
係
を
、
よ
り
密
接
で
顔
の
見
え
る
も
の
に

し
て
い
か
な
い
と
、
中
小
企
業
金
融
の
あ
り
方

が
歪
ん
で
し
ま
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

伊
藤

デ
ジ
タ
ル
化
を
突
き
詰
め
れ
ば
、
日

次
で
資
金
の
流
れ
を
把
握
で
き
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
も
付
加
価
値
が
生
ま
れ
る
の
は
、
や
は
り
フ

ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
関
係
が
あ
る
か

ら
で
す
。
そ
う
し
た
人
と
の
対
話
に
こ
そ
価
値

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

財
務
審
査
な
ど
の
ベ
ー
ス
部
分
は
、
今
後
は

デ
ジ
タ
ル
で
共
通
化
さ
れ
て
い
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
社
長
の
や
る
気
や
将
来
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
い
っ
た
、
A
I
で
は
判
断
で

き
な
い
領
域
に
こ
そ
、
人
間
の
判
断
が
必
要
で

あ
り
、
そ
こ
に
付
加
価
値
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
付
加
価
値
が
生
ま

れ
る
領
域
を
見
極
め
て
、
人
材
育
成
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

坂
本

最
近
、
金
融
庁
公
認
会
計
士
・
監
査

審
査
会
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
千
代
田
邦
夫

先
生
と
の
ご
縁
が
で
き
ま
し
て
、
7
月
に
札
幌
で

開
催
し
た
T
K
C
全
国
役
員
大
会
で
講
演
も
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
講
演
テ
ー
マ
「
税
理
士
の

独
立
性
と
指
導
機
能
の
強
化
」）。
そ
の
中
で
千
代
田

先
生
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
が
、「
税

理
士
に
は
実
力
を
付
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
伊
藤
長
官
の
お
話
と
も
通
じ

る
部
分
で
あ
り
、「
実
力
を
付
け
る
」
こ
と
が

我
々
に
と
っ
て
何
よ
り
重
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤

そ
う
し
た
実
力
の
あ
る
税
理
士
の

方
々
は
、
金
融
機
関
か
ら
も
非
常
に
頼
り
に
さ

れ
る
存
在
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

事
業
者・金
融
機
関・税
理
士
の
関
係
を
築
く

「
決
算
報
告
会
」

坂
本
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
構
築
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
に
、
私
が
提
案
し
て
い
る
こ
と

の
一
つ
に
、
金
融
機
関
が
同
席
す
る
「
決
算
報

告
会
」
の
開
催
が
あ
り
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は

全
て
の
企
業
で
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
金
融

機
関
か
ら
見
て
気
に
な
る
企
業
、
つ
ま
り
経
営

状
況
が
懸
念
さ
れ
る
企
業
や
今
後
の
成
長
が
期

待
さ
れ
る
企
業
な
ど
に
絞
っ
て
行
う
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

会
計
事
務
所
側
か
ら
も
、「
こ
の
企
業
は
金

融
機
関
に
決
算
報
告
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
方
が

良
い
な
」
と
判
断
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

数
字
に
表
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
数
字

に
表
れ
て
い
な
い
部
分
も
含
め
て
、
ざ
っ
く
ば

伊藤豊金融庁長官が「TKC FOCUSシリーズ」を視聴!
　対談冒頭に「TKC FOCUSシリーズ」の約14分のダイジェスト
版を伊藤長官と坂本会長が一緒に視聴されました。
　本動画は、中小企業支援における重要なパートナーである地域
金融機関と税理士両者による“顔の見える関係”構築に向けて、
地域金融機関トップ層に観ていただくため、TKC全国会が株式会
社TKCの協力の下、制作したものです。
　「TKC FOCUSシリーズ」は、中小企業の経営や会計の課題にフ
ォーカスし、専門家とともにその本質と解決策を探る番組です。

地域経済を牽引する中小企業の存続と発展を願って、今後5年間にわたり継続的にお届けします。第1回のテー
マは「信頼できる決算書とは」。なぜ今、このテーマが重要なのか、信頼関係の基盤となる決算書の信頼性につ
いて、 さまざまな視点から考察しています。
　視聴後、伊藤長官は、「こうした（決算書の信頼性に関する）金融機関への啓蒙は事業者支援を税理士の皆さ
んと共に取り組む上で非常に重要なことですね」といった感想を述べられました。本動画は今後、全国の地域金
融機関トップ層に対し、TKC各地域会会長等がトップ対談を通じて観ていただけるよう取り組んでいく予定です。
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え
ま
す
。
例
え
ば
金
利
の
競
争
だ
け
で
は
、
お

客
さ
ん
を
獲
得
し
て
も
、
さ
ら
に
安
い
金
利
を

提
示
す
る
銀
行
が
表
れ
た
ら
す
ぐ
に
離
れ
ら
れ

て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
経
営
に
役
に
立

つ
存
在
で
あ
れ
ば
き
っ
と
離
れ
て
い
か
な
い
で

し
ょ
う
。
必
ず
し
も
全
て
の
金
融
機
関
が
伴
走

支
援
を
し
て
事
業
再
生
な
ど
を
行
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金
利
競
争
や
融
資
以
外
の

面
で
も
地
域
企
業
の
役
に
立
つ
こ
と
が
必
ず
や

求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
税
理
士
の
方
々
に
も
同
じ

こ
と
が
言
え
、
税
務
だ
け
で
な
く
、
経
営
助
言

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
中
小
企
業
か
ら
必
要
と

さ
れ
、
同
時
に
、
付
加
価
値
の
高
い
業
務
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

実
力
の
あ
る
税
理
士
は
金
融
機
関
か
ら
も

非
常
に
頼
り
に
さ
れ
る

坂
本

そ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
金
融
庁
の
ト

ッ
プ
で
あ
る
金
融
庁
長
官
か
ら
税
理
士
に
期
待

す
る
役
割
等
を
語
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

っ
た
現
状
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

伊
藤

私
も
金
融
庁
で
監
督
局
長
を
3
年
務

め
ま
し
た
が
、
経
営
者
保
証
の
問
題
を
は
じ
め
、

中
小
企
業
金
融
の
話
を
す
る
際
に
、
金
融
機
関

は
人
手
が
足
り
て
い
な
い
と
い
う
現
状
を
承
知

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
支
店
の
担
当
者
が

1
0
0
社
、
2
0
0
社
を
受
け
持
つ
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
社
長
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
じ
っ
く
り
話
す
時
間
も
取
れ
ず
、

対
応
し
き
れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
際
、
税
理
士
の
方
々
と
良
好
な
関
係
を
築

き
、
人
手
不
足
の
解
消
策
の
一
つ
と
し
て
連
携

し
て
い
る
金
融
機
関
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
「
現
場
の
知
恵
」
で
あ
り
、
現
場
で
自
然
に

生
ま
れ
た
取
り
組
み
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

坂
本

そ
の
意
味
で
は
、
い
ま
か
ら
13
年
前

に
創
設
さ
れ
た
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
制

度
を
有
効
活
用
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
制
度

設
計
の
過
程
に
お
い
て
私
も
議
論
に
加
わ
り
ま

し
た
が
、
中
小
・
零
細
企
業
に
寄
り
添
っ
て
い

る
の
は
企
業
の
約
9
割
に
関
与
し
て
い
る
税
理

士
、
そ
し
て
信
用
金
庫
の
よ
う
な
雨
の
日
も
風

の
日
も
バ
イ
ク
で
企
業
に
駆
け
つ
け
る
地
域
密

着
型
の
金
融
機
関
で
す
。
こ
の
二
者
が
も
っ
と

協
力
し
て
支
援
す
る
体
制
を
作
る
べ
き
だ
と
提

案
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
は
金
融
庁
も
関
与

す
る
こ
と
で
、
支
援
機
関
で
あ
る
税
理
士
の
活

用
が
一
層
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

伊
藤

我
々
も
金
融
機
関
に
対
し
て
、「
ど

の
よ
う
に
企
業
に
寄
り
添
う
か
」
と
い
う
問
い

を
常
に
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
補
助

金
の
申
請
書
類
は
中
小
企
業
の
社
長
に
は
分
か

り
づ
ら
い
も
の
で
す
。
し
か
し
金
融
機
関
の
担

当
者
か
ら
制
度
を
案
内
し
た
り
、
実
際
の
申
請

に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
企

業
支
援
の
有
力
な
手
段
で
す
。
税
理
士
の
方
々

も
経
営
支
援
の
一
環
と
し
て
こ
う
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
こ
れ
は
金
融
機

関
に
担
っ
て
ほ
し
い
役
割
と
も
重
な
り
ま
す
。

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
と
い
う
立
場
で
両

者
が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
も
有
効
な
打
ち

手
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
企
業
は
資
金
調
達
も
必
要
で
す

し
、
金
融
機
関
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

活
用
し
た
い
は
ず
で
す
。
税
理
士
と
金
融
機
関

が
連
携
す
れ
ば
、
事
業
承
継
や
M
&
A
の
話
も

も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
思
い
ま
す
。

坂
本

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
私
は
数
年

前
か
ら
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
と
い
う
言
葉
を

使
い
始
め
ま
し
た
。
今
さ
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、

中
小
企
業
金
融
の
現
場
で
も
そ
の
影
響
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
本
来
、
信
用
金
庫
の
よ
う
な

地
域
密
着
型
の
金
融
機
関
ほ
ど
、
企
業
と
密
接

な
関
係
を
築
く
べ
き
な
の
に
、
顔
の
見
え
な
い

関
係
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
残
念
で
す
。

一
方
、
税
理
士
業
界
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
、
関
与
先
の
現
場
に
出
向
い
て
巡
回
監
査
す

る
こ
と
を
省
こ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
は
由
々
し
き
問
題
で
す
。
時
代
の

変
化
が
急
激
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
あ
え
て
「
顔

の
見
え
る
関
係
」
を
重
視
す
べ
き
だ
と
訴
え
て

い
ま
す
。
企
業
と
税
理
士
、
企
業
と
金
融
機
関
、

そ
し
て
金
融
機
関
と
我
々
。
こ
の
よ
う
に
三
者

の
関
係
を
、
よ
り
密
接
で
顔
の
見
え
る
も
の
に

し
て
い
か
な
い
と
、
中
小
企
業
金
融
の
あ
り
方

が
歪
ん
で
し
ま
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

伊
藤

デ
ジ
タ
ル
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を
突
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れ
ば
、
日

次
で
資
金
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流
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を
把
握
で
き
る
時
代
に
な
っ
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い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
も
付
加
価
値
が
生
ま
れ
る
の
は
、
や
は
り
フ

ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
関
係
が
あ
る
か

ら
で
す
。
そ
う
し
た
人
と
の
対
話
に
こ
そ
価
値

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

財
務
審
査
な
ど
の
ベ
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ス
部
分
は
、
今
後
は

デ
ジ
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ル
で
共
通
化
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て
い
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
社
長
の
や
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気
や
将
来
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
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っ
た
、
A
I
で
は
判
断
で

き
な
い
領
域
に
こ
そ
、
人
間
の
判
断
が
必
要
で

あ
り
、
そ
こ
に
付
加
価
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が
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ま
れ
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の
で
す
。

し
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が
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、
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か
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付
加
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が
生
ま
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領
域
を
見
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人
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進
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い
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必
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あ
り
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す
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坂
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公
認
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・
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査
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会
会
長
を
務
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お
ら
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千
代
田
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夫

先
生
と
の
ご
縁
が
で
き
ま
し
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、
7
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に
札
幌
で

開
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し
た
T
K
C
全
国
役
員
大
会
で
講
演
も
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
講
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テ
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マ
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税
理
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の

独
立
性
と
指
導
機
能
の
強
化
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そ
の
中
で
千
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田

先
生
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
が
、「
税

理
士
に
は
実
力
を
付
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
伊
藤
長
官
の
お
話
と
も
通
じ

る
部
分
で
あ
り
、「
実
力
を
付
け
る
」
こ
と
が

我
々
に
と
っ
て
何
よ
り
重
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤

そ
う
し
た
実
力
の
あ
る
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の
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は
、
金
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関
か
ら
も
非
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に
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存
在
に
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と
思
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ま
す
。

事
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の
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を
築
く

「
決
算
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告
会
」

坂
本
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の
見
え
る
関
係
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を
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ら

に
進
め
る
た
め
に
、
私
が
提
案
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て
い
る
こ
と

の
一
つ
に
、
金
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関
が
同
席
す
る
「
決
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会
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の
開
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あ
り
ま
す
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な
こ
と
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全
て
の
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業
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実
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る
の
で
は
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く
、
金
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経
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状
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な
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ら
ん
に
話
し
合
う
場
が
今
後
さ
ら
に
必
要
で
す
。

例
え
ば
、「
こ
の
土
地
は
取
得
原
価
で
1
億

円
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
価
値
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
?
」
と
い
っ
た
話
も
、
会
計

事
務
所
で
は
取
得
原
価
主
義
に
基
づ
い
て
処
理

し
ま
す
が
、
時
価
評
価
は
金
融
機
関
側
で
行
っ

て
も
ら
う
な
ど
、
役
割
分
担
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
経
営
計
画
に
つ
い
て
も
、

「
こ
の
計
画
は
見
通
し
が
甘
く
な
い
で
す
か
?
」

と
金
融
機
関
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
社
長
が
そ
の
場
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も
ま
た
学
び
の

機
会
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
全
国
的
に
展
開
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
、
本
誌
で
今
年
鼎
談

し
た
中
国
銀
行
の
加
藤
貞
則
頭
取
や
常
陽
銀
行

の
秋
野
哲
也
頭
取
な
ど
か
ら
も
賛
同
の
声
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

伊
藤

そ
れ
は
非
常
に
良
い
取
り
組
み
だ
と

思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る
と
、

物
事
が
う
ま
く
進
み
ま
せ
ん
。
事
業
者（
社
長
）、

金
融
機
関
、
税
理
士
の
三
者
が
顔
を
合
わ
せ
て

話
す
だ
け
で
も
、
状
況
は
大
き
く
進
展
す
る
と

思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
事
業
者
と
税
理
士
が
さ
ら
に
深
く

話
し
合
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
事
業
者

と
金
融
機
関
の
関
係
も
深
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
金
融
機
関
と
税
理
士
が
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
、

事
業
者
を
支
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
こ
の
三
者
の
関
係
が
築
か
れ
る

機
会
と
し
て
決
算
報
告
会
は
非
常
に
有
効
だ
と

思
い
ま
す
。

坂
本

そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
る
の

は
非
常
に
励
み
に
な
り
ま
す
。
三
者
に
負
担
の

な
い
よ
う
工
夫
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
藤

金
融
機
関
も
、
税
理
士
の
方
々
を
評

価
し
て
い
ま
す
。「
あ
の
税
理
士
が
顧
問
と
し

て
つ
い
て
い
る
事
業
者
の
決
算
書
な
ら
信
頼
で

き
る
」
と
い
っ
た
判
断
が
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
う
な
る
と
金
融
機
関
は
そ
の
事

業
者
へ
の
融
資
審
査
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
が
大
幅

に
短
縮
で
き
る
は
ず
で
す
。
さ
ら
に
経
営
指
導

ま
で
行
っ
て
い
る
税
理
士
の
方
々
で
あ
れ
ば
、

金
融
機
関
が
そ
の
方
に
相
談
し
、「
社
長
に
こ

の
点
を
伝
え
た
い
の
で
す
が
」
と
い
っ
た
相
談

も
で
き
ま
す
。

事
業
再
生
や
事
業
承
継
は
と
も
か
く
早
期
着

手
が
重
要
で
す
。
税
理
士
の
方
々
か
ら
言
い
出

す
方
が
良
い
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
金
融
機
関

か
ら
の
方
が
適
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

特
に
事
業
再
生
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
手
遅

れ
と
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
し
た
相
談
が
で
き

る
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま

す
。

─
─
最
後
に
、
T
K
C
会
員
を
含
め
て
、
税

理
士
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

伊
藤

こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て
き
た
通
り
、

事
業
者
支
援
に
お
い
て
税
理
士
の
方
々
は
金
融

機
関
に
と
っ
て
頼
り
に
な
る
最
有
力
パ
ー
ト
ナ

ー
で
す
。
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。坂

本

私
ど
も
は
、「
会
計
で
会
社
を
強
く

す
る
」
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
、
関
与
先
指
導

を
は
じ
め
T
K
C
全
国
会
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
多
く
の
社
長
が
「
会
計
力
」
を
身
に

付
け
、
財
務
経
営
力
と
資
金
調
達
力
を
強
化
し

て
事
業
を
存
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

金
融
機
関
と
税
理
士
が
し
っ
か
り
連
携
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
構
成
／
T
K
C
出
版

古
市

学
・
清
水
公
一
朗
）

伊
藤  

豊
◎
い
と
う
・
ゆ
た
か

1
9
6
3
年
11
月
生
ま
れ
。
埼
玉
県
出
身
。
東
京
大

学
法
学
部
卒
業
後
、
1
9
8
9
年
大
蔵
省
入
省
。
米

国
コ
ー
ネ
ル
大
学
留
学
。
大
蔵
省
銀
行
局
銀
行
課
課

長
補
佐
（
長
信
銀
・
信
託
担
当
）、
金
融
監
督
庁
監

督
部
銀
行
監
督
第
二
課
課
長
補
佐
、
産
業
再
生
機
構

企
画
調
整
室
上
席
企
画
官
、
東
京
証
券
取
引
所
上
席

審
議
役
、
財
務
省
主
税
局
税
制
第
三
課
長
、
同
第
二

課
長
、
同
大
臣
官
房
秘
書
課
長
、
金
融
庁
監
督
局
審

議
官
、
同
総
合
政
策
局
総
括
審
議
官
、
監
督
局
長
等

を
経
て
、
2
0
2
5
年
7
月
か
ら
金
融
庁
長
官
。
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TKC 2025・12

中小企業支援委員会から

中
小
企
業
支
援
委
員
会
か
ら

地
域
金
融
機
関
と
税
理
士
と
の
“
顔
の
見
え
る
関
係
”
を
目
ざ
し
て

「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」を
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い

T
K
C
全
国
会
中
小
企
業
支
援
委
員
会  

委
員
長

松
﨑
堅
太
朗

の
理
解
と
対
話
こ
そ
が
双
方
の
信
頼

関
係
の
ベ
ー
ス
に
な
る
」
と
語
り
、

金
融
機
関
と
税
理
士
の
連
携
に
不
可

欠
で
あ
る
視
点
を
解
説
し
ま
す
。
さ

ら
に
、「
認
定
支
援
機
関
は
、
中
小
企

業
の
稼
ぐ
力
の
強
化
に
向
け
、
中
小

会
計
要
領
の
普
及
・
活
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

決
算
書
の
信
頼
性
を
ど
う
支
え
る
か

〜
T
K
C
全
国
会
の
取
り
組
み
〜

中
小
会
計
要
領
の
狙
い
は
、「
経

営
に
役
立
つ
、
信
頼
性
の
高
い
決
算

書
を
作
成
す
る
こ
と
」（
加
藤
理
事
）。

教
授
に
、「
地
域
金
融
機
関
の
役
割
」

「
中
小
企
業
と
の
対
話
」「
税
理
士
と

の
連
携
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

家
森
教
授
は「
財
務
諸
表（
決
算
書
）

は
事
業
性
評
価
の
出
発
点
」
で
あ
り
、

「
中
小
会
計
要
領
に
基
づ
く
決
算
書

は
、
誰
が
見
て
も
同
じ
理
解
が
で
き

る
共
通
言
語
と
な
り
、
金
融
機
関
と

中
小
企
業
の
間
に
建
設
的
な
対
話
を

生
み
、
実
効
性
の
あ
る
支
援
が
可
能

に
な
る
」
と
強
調
し
ま
す
。
そ
の
う

え
で
、
金
融
機
関
・
税
理
士
・
中
小

企
業
の
三
者
が
相
互
信
頼
の
も
と
で

企
業
を
支
え
る
視
点
を
解
説
し
て
い

ま
す
。

番
組
で
は
、
中
小
会
計
要
領
に
従
っ

て
ど
の
よ
う
に
決
算
書
を
作
成
し
て

い
る
か
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
に

よ
る
「
中
小
会
計
要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
に
基
づ
い
て
解
説
し
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
の
15
番
目
の
項
目
に

「
Y
E
S
」
の
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
、

こ
の
企
業
は
「
月
次
決
算
」
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
公
庫
の
分
析
で
は
、

「
中
小
会
計
要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

が
付
い
て
い
る
企
業
は
、
デ
フ
ォ
ル

ト
率
が
約
5
割
低
下
す
る
と
い
う
結

果
も
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

中
小
会
計
要
領
に
準
拠
し
て
い
る
決

算
書
は
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
信
頼

性
が
高
く
、
信
用
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
効
果
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
共
通
言
語
」で
信
頼
を
築
く
│
│

家
森
教
授
が
示
す
決
算
書
の
価
値

続
い
て
番
組
で
は
「
信
頼
で
き
る

決
算
書
の
価
値
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
中
小
企
業
金
融
の

研
究
を
長
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
神
戸

大
学
経
済
経
営
研
究
所
の
家
森
信
善

番
組
は
、
家
森
教
授
の
「
税
理
士

が
、
決
算
書
に
中
小
会
計
要
領
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
を
添
付
し
、
す
べ
て
の

金
融
機
関
が
、
決
算
書
の
信
頼
性
を

識
別
で
き
る
よ
う
な
る
と
い
い
で
す

ね
。
金
融
機
関
と
税
理
士
が
と
も
に

中
小
企
業
に
中
小
会
計
要
領
を
啓
蒙

し
、
と
も
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
築

い
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
終
了
し
ま
す
。

地
域
金
融
機
関
と
税
理
士
と
の

〝
顔
の
見
え
る
関
係
〞
を
目
ざ
し
て
、

「
T
K
C
F
O
C
U
S
シ
リ
ー
ズ
」

を
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。
　
　
■

信
頼
で
き
る
決
算
書
と
は
？

そ
の
答
え
が
こ
こ
に
あ
る

地
域
金
融
機
関
と
税
理
士
が
よ
り

強
固
な
〝
顔
の
見
え
る
関
係
〞
を

築
く
た
め
の
動
画
（
番
組
）
と
し

ま
し
て
、「
T
K
C
F
O
C
U
S

シ
リ
ー
ズ
」
を
企
画
・
制
作
し
ま
し

た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
中
小
企
業

の
経
営
や
会
計
の
課
題
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
、
専
門
家
と
と
も
に
解
決

策
を
考
え
る
番
組
。
第
１
回
の
テ

ー
マ
は
「
信
頼
で
き
る
決
算
書
と

は
」。
金
融
機
関
と
中
小
企
業
、

そ
し
て
税
理
士
と
の
信
頼
関
係
の

基
盤
と
な
る
決
算
書
の
信
頼
性
に

つ
い
て
、
そ
の
本
質
に
迫
り
ま
す
。

本
稿
で
は
番
組
の
構
成
に
沿
っ
て

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

中
小
企
業
の
会
計
ル
ー
ル
│
│

加
藤
理
事
が
そ
の
本
質
に
迫
る

「（
信
頼
で
き
る
決
算
書
と
は
）
中

小
企
業
の
会
計
ル
ー
ル
に
従
っ
て
決

算
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

こ
れ
が
重
要
で
す
」「
決
算
書
の
数

字
が
正
確
で
な
け
れ
ば
、
金
融
機
関

は
適
切
な
融
資
判
断
を
下
せ
ま
せ

ん
」
│
│
。
こ
う
語
る
の
は
、
日
本

商
工
会
議
所
の
加
藤
正
敏
理
事
で
す
。

加
藤
理
事
は
、
中
小
企
業
の
会
計
ル

ー
ル
で
あ
る
「
中
小
会
計
要
領
」
の

策
定
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
番
組
で

は
、
加
藤
理
事
が
「
中
小
会
計
要
領

田
中
総
裁（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の

注
目
発
言

番
組
で
は
、
は
じ
め
に
日
本
政
策

金
融
公
庫
（
日
本
公
庫
）
の
田
中
一
穂

総
裁
に
よ
る
「
T
K
C
会
員
が
関
与

す
る
企
業
と
そ
れ
以
外
で
は
融
資
の

デ
フ
ォ
ル
ト
率
に
顕
著
な
相
違
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
注
目
発
言

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
れ

ほ
ど
大
き
な
違
い
が
生
ま
れ
て
く
る

の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
公
庫
の
分
析

に
よ
る
と
、
T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

情
報
サ
ー
ビ
ス
（
M
I
S
）
を
利
用

す
る
法
人
の
デ
フ
ォ
ル
ト
件
数
は
、

法
人
全
体
の
デ
フ
ォ
ル
ト
件
数
と
比

べ
て
、
約
4
割
も
少
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
M
I
S
で

金
融
機
関
に
開
示
さ
れ
る
決
算
書
は
、

信
頼
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
か
つ
て
金
融
機
関
で
は
「
中

小
企
業
の
決
算
書
は
信
用
で
き
な

い
」
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
番
組
で
は
「
信
頼
で
き
る
決

算
書
と
は
何
か
」、
そ
の
中
身
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
い
ま
す
。

【金融機関の皆さまへ】
いずれかの方法でご視聴ください。
◉TKCグループホームページからご視聴ください。
　 https://www.tkc.jp/fx/bank/movie/
◉TKCモニタリング情報サービスまたはTKC経営
指標（WebBAST）のログイン後画面からご視聴
ください。

【TKC会員の皆さまへ】
TKCオンデマンド研修サービスからご視聴ください。

視聴方法
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TKC 2025・12

中小企業支援委員会から

中
小
企
業
支
援
委
員
会
か
ら

地
域
金
融
機
関
と
税
理
士
と
の
“
顔
の
見
え
る
関
係
”
を
目
ざ
し
て

「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」を
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い

T
K
C
全
国
会
中
小
企
業
支
援
委
員
会  

委
員
長

松
﨑
堅
太
朗

の
理
解
と
対
話
こ
そ
が
双
方
の
信
頼

関
係
の
ベ
ー
ス
に
な
る
」
と
語
り
、

金
融
機
関
と
税
理
士
の
連
携
に
不
可

欠
で
あ
る
視
点
を
解
説
し
ま
す
。
さ

ら
に
、「
認
定
支
援
機
関
は
、
中
小
企

業
の
稼
ぐ
力
の
強
化
に
向
け
、
中
小

会
計
要
領
の
普
及
・
活
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

決
算
書
の
信
頼
性
を
ど
う
支
え
る
か

〜
T
K
C
全
国
会
の
取
り
組
み
〜

中
小
会
計
要
領
の
狙
い
は
、「
経

営
に
役
立
つ
、
信
頼
性
の
高
い
決
算

書
を
作
成
す
る
こ
と
」（
加
藤
理
事
）。

教
授
に
、「
地
域
金
融
機
関
の
役
割
」

「
中
小
企
業
と
の
対
話
」「
税
理
士
と

の
連
携
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

家
森
教
授
は「
財
務
諸
表（
決
算
書
）

は
事
業
性
評
価
の
出
発
点
」
で
あ
り
、

「
中
小
会
計
要
領
に
基
づ
く
決
算
書

は
、
誰
が
見
て
も
同
じ
理
解
が
で
き

る
共
通
言
語
と
な
り
、
金
融
機
関
と

中
小
企
業
の
間
に
建
設
的
な
対
話
を

生
み
、
実
効
性
の
あ
る
支
援
が
可
能

に
な
る
」
と
強
調
し
ま
す
。
そ
の
う

え
で
、
金
融
機
関
・
税
理
士
・
中
小

企
業
の
三
者
が
相
互
信
頼
の
も
と
で

企
業
を
支
え
る
視
点
を
解
説
し
て
い

ま
す
。

番
組
で
は
、
中
小
会
計
要
領
に
従
っ

て
ど
の
よ
う
に
決
算
書
を
作
成
し
て

い
る
か
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
に

よ
る
「
中
小
会
計
要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
に
基
づ
い
て
解
説
し
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
の
15
番
目
の
項
目
に

「
Y
E
S
」
の
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
、

こ
の
企
業
は
「
月
次
決
算
」
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
公
庫
の
分
析
で
は
、

「
中
小
会
計
要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

が
付
い
て
い
る
企
業
は
、
デ
フ
ォ
ル

ト
率
が
約
5
割
低
下
す
る
と
い
う
結

果
も
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

中
小
会
計
要
領
に
準
拠
し
て
い
る
決

算
書
は
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
信
頼

性
が
高
く
、
信
用
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
効
果
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
共
通
言
語
」で
信
頼
を
築
く
│
│

家
森
教
授
が
示
す
決
算
書
の
価
値

続
い
て
番
組
で
は
「
信
頼
で
き
る

決
算
書
の
価
値
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
中
小
企
業
金
融
の

研
究
を
長
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
神
戸

大
学
経
済
経
営
研
究
所
の
家
森
信
善

番
組
は
、
家
森
教
授
の
「
税
理
士

が
、
決
算
書
に
中
小
会
計
要
領
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
を
添
付
し
、
す
べ
て
の

金
融
機
関
が
、
決
算
書
の
信
頼
性
を

識
別
で
き
る
よ
う
な
る
と
い
い
で
す

ね
。
金
融
機
関
と
税
理
士
が
と
も
に

中
小
企
業
に
中
小
会
計
要
領
を
啓
蒙

し
、
と
も
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
築

い
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
終
了
し
ま
す
。

地
域
金
融
機
関
と
税
理
士
と
の

〝
顔
の
見
え
る
関
係
〞
を
目
ざ
し
て
、

「
T
K
C
F
O
C
U
S
シ
リ
ー
ズ
」

を
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。
　
　
■

信
頼
で
き
る
決
算
書
と
は
？

そ
の
答
え
が
こ
こ
に
あ
る

地
域
金
融
機
関
と
税
理
士
が
よ
り

強
固
な
〝
顔
の
見
え
る
関
係
〞
を

築
く
た
め
の
動
画
（
番
組
）
と
し

ま
し
て
、「
T
K
C
F
O
C
U
S

シ
リ
ー
ズ
」
を
企
画
・
制
作
し
ま
し

た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
中
小
企
業

の
経
営
や
会
計
の
課
題
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
、
専
門
家
と
と
も
に
解
決

策
を
考
え
る
番
組
。
第
１
回
の
テ

ー
マ
は
「
信
頼
で
き
る
決
算
書
と

は
」。
金
融
機
関
と
中
小
企
業
、

そ
し
て
税
理
士
と
の
信
頼
関
係
の

基
盤
と
な
る
決
算
書
の
信
頼
性
に

つ
い
て
、
そ
の
本
質
に
迫
り
ま
す
。

本
稿
で
は
番
組
の
構
成
に
沿
っ
て

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

中
小
企
業
の
会
計
ル
ー
ル
│
│

加
藤
理
事
が
そ
の
本
質
に
迫
る

「（
信
頼
で
き
る
決
算
書
と
は
）
中

小
企
業
の
会
計
ル
ー
ル
に
従
っ
て
決

算
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

こ
れ
が
重
要
で
す
」「
決
算
書
の
数

字
が
正
確
で
な
け
れ
ば
、
金
融
機
関

は
適
切
な
融
資
判
断
を
下
せ
ま
せ

ん
」
│
│
。
こ
う
語
る
の
は
、
日
本

商
工
会
議
所
の
加
藤
正
敏
理
事
で
す
。

加
藤
理
事
は
、
中
小
企
業
の
会
計
ル

ー
ル
で
あ
る
「
中
小
会
計
要
領
」
の

策
定
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
番
組
で

は
、
加
藤
理
事
が
「
中
小
会
計
要
領

田
中
総
裁（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の

注
目
発
言

番
組
で
は
、
は
じ
め
に
日
本
政
策

金
融
公
庫
（
日
本
公
庫
）
の
田
中
一
穂

総
裁
に
よ
る
「
T
K
C
会
員
が
関
与

す
る
企
業
と
そ
れ
以
外
で
は
融
資
の

デ
フ
ォ
ル
ト
率
に
顕
著
な
相
違
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
注
目
発
言

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
れ

ほ
ど
大
き
な
違
い
が
生
ま
れ
て
く
る

の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
公
庫
の
分
析

に
よ
る
と
、
T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

情
報
サ
ー
ビ
ス
（
M
I
S
）
を
利
用

す
る
法
人
の
デ
フ
ォ
ル
ト
件
数
は
、

法
人
全
体
の
デ
フ
ォ
ル
ト
件
数
と
比

べ
て
、
約
4
割
も
少
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
M
I
S
で

金
融
機
関
に
開
示
さ
れ
る
決
算
書
は
、

信
頼
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
か
つ
て
金
融
機
関
で
は
「
中

小
企
業
の
決
算
書
は
信
用
で
き
な

い
」
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
番
組
で
は
「
信
頼
で
き
る
決

算
書
と
は
何
か
」、
そ
の
中
身
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
い
ま
す
。

【金融機関の皆さまへ】
いずれかの方法でご視聴ください。
◉TKCグループホームページからご視聴ください。
　 https://www.tkc.jp/fx/bank/movie/
◉TKCモニタリング情報サービスまたはTKC経営
指標（WebBAST）のログイン後画面からご視聴
ください。

【TKC会員の皆さまへ】
TKCオンデマンド研修サービスからご視聴ください。

視聴方法
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戦略経営者 2026.1 戦略経営者 2026.1

も
の
が
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情

報
サ
ー
ビ
ス※
１

」（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
で
、現
在
、

利
用
件
数
が
5
万
２
０
０
０
件
を
超

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
非
常

に
信
頼
性
の
高
い
決
算
書
を
開
示
い

た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
25
年

申
し
込
み
か
ら
５
営
業
日
以
内
で
の
融
資
が
可
能
と
な
る
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」。
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
の
税
理
士
・
公
認
会
計
士
が
、
顧
客
企
業
の
決
算
書
な
ど
を

デ
ジ
タ
ル
形
式
で
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
提
供
し
、
日
本
公
庫
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
が
提
供
し
た
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で
審
査
時
間
を
短
縮
す
る
と
い
う
提
携

ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
の
ス
キ
ー
ム
の
目
的
と
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
日
本
公
庫
の
姪
原
保
志
常
務
と
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
計
人
の
湯
川
直
樹
税
理
士
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

画
期
的
な
提
携
ス
キ
ー
ム

「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」の
意
義
と
は

湯
川
「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」

が
、
新
た
な
提
携
ス
キ
ー
ム
と
し
て

２
０
２
５
年
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
背
景
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

姪
原

こ
れ
ま
で
も
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
先
生

方
と
は
、
緊
密
に
連
携
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
な
か
で
も
象
徴
的
な

4
月
に
Ｔ
Ｋ
Ｃ
さ
ま
か
ら
「
小
規
模

事
業
者
の
資
金
繰
り
支
援
の
た
め
に

当
庫
と
の
提
携
ス
キ
ー
ム
を
構
築
で

き
な
い
か
」
と
の
提
案
を
い
た
だ
き
、

検
討
し
た
結
果
、
実
現
に
至
っ
た
と

い
う
わ
け
で
す
。

湯
川
「
信
頼
性
の
高
い
決
算
書
」
と

い
う
お
話
が
で
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ

を
活
用
し
て
決
算
書
を
開
示
さ
れ
て

い
る
企
業
は
、
通
常
に
比
べ
て
デ
フ

ォ
ル
ト※
2

の
発
生
率
が
低
い
と
う
か
が

っ
て
い
ま
す
。

姪
原

わ
れ
わ
れ
は
融
資
後
1
年
以

内
の
デ
フ
ォ
ル
ト
の
発
生
率
を
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
は
か
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
先
生
方
が
月
次

巡
回
監
査
を
実
践
さ
れ
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
で

決
算
書
を
開
示
さ
れ
て
い
る
先
の
デ

フ
ォ
ル
ト
の
発
生
率
は
明
ら
か
に
低

く
な
っ
て
い
ま
す
（
P
16
図
表
参

照
）。
デ
ー
タ
的
な
裏
付
け
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
提
携
ス
キ

ー
ム
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

湯
川

短
期
間
に
こ
の
ス
キ
ー
ム
を

開
発
さ
れ
、
実
践
に
持
っ
て
い
く
に

は
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
も
あ
っ
た

の
で
は
？

姪
原

ス
キ
ー
ム
を
検
討
す
る
う
え

で
悩
ま
し
い
ポ
イ
ン
ト
が
二
つ
あ
り

ま
し
た
。
一
つ
目
は
「
デ
ジ
タ
ル
の

部
分
」
で
す
。
現
在
、
当
庫
で
は
90

％
近
く
は
ネ
ッ
ト
で
の
融
資
申
し
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８
割

以
上
が
電
子
契
約
な
の
で
、
入
り
口

と
出
口
の
部
分
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
れ
ら
に
加
え
、

日
本
公
庫
ダ
イ
レ
ク
ト※
３

と
い
う
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
う
ま
く
活
用
し
て
、

ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。

二
つ
目
は
、「
人
が
介
在
す
る
部

分
」
で
す
。
こ
の
部
分
は
、
小
規
模

事
業
者
の
融
資
審
査
を
迅
速
に
行
う

う
え
で
特
に
重
要
と
な
る
ポ
イ
ン
ト

で
し
た
。
先
生
方
は
お
客
さ
ま
一
軒

一
軒
に
月
次
で
巡
回
監
査
を
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
詳
細
な
内
実
を
ご
存

じ
で
す
。
そ
の
た
め
、
当
庫
と
お
客

さ
ま
の
間
に
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
先
生
方
に

入
っ
て
も
ら
い
、
事
前
に
必
要
書
類

や
経
営
情
報
等
を
ご
提
供
い
た
だ
く

こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
最
大
限
活
用
し

迅
速
な
融
資
決
定
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
考
え
ま
し
た
。

申
し
込
み
か
ら
５
日
以
内
で
融
資
決
定

湯
川

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融

合
で
す
ね
。

姪
原

は
い
。
今
、
わ
れ
わ
れ
が
使

え
る
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
に
先
生
方
の
ご
意
見
を
加
味
し

つ
つ
、
ご
希
望
の
金
額
を
で
き
る
だ

け
早
く
ご
融
資
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

湯
川

実
際
、
申
し
込
み
か
ら
ど
れ

く
ら
い
で
融
資
の
決
定
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

姪
原

基
本
的
に
は
5
日
以
内
（
創

業
の
場
合
は
７
日
以
内
）
と
い
う
こ

と
を
謳う
た

っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

2
日
く
ら
い
で
決
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
お

申
し
込
み
後
す
ぐ
に
結
論
が
分
か
る

と
い
う
状
況
で
す
。

湯
川

2
日
と
は
す
ご
い
で
す
ね
。

画
期
的
だ
と
思
い
ま
す
。

姪
原

日
本
政
策
金
融
公
庫
総
合
研

究
所
に
お
い
て
、
全
国
の
中
小
企
業

や
小
規
模
企
業
の
動
向
を
調
べ
て
い

る
の
で
す
が
、
規
模
の
比
較
的
大
き

な
中
小
企
業
で
は
景
況
感
は
プ
ラ
ス

に
推
移
し
て
い
る
一
方
、
小
規
模
企

業
で
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

次
期
調
査
で
も
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
が

拡
大
す
る
の
で
は
と
み
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
小
規
模
企
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
数
も
膨
大
で
あ
り
民
間
の

金
融
機
関
も
き
め
細
か
な
支
援
を
行

っ
て
い
く
の
は
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
税
理
士
の

先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で

迅
速
に
融
資
を
決
定
で
き
る
こ
の
ス

キ
ー
ム
は
、
時
宜
を
得
た
施
策
だ
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

湯
川

長
く
て
も
５
日
間
、
実
際
に

は
２
日
間
く
ら
い
で
判
断
い
た
だ
け

る
と
い
う
の
は
、
非
常
に
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
通
常
の
審
査
だ
と
ど
れ

く
ら
い
か
か
る
の
で
し
ょ
う
。
２
週

間
く
ら
い
で
す
か
。

姪
原

お
申
し
込
み
か
ら
融
資
決
定

日
本
政
策
金
融
公
庫

姪
原
保
志
常
務
取
締
役

×
湯
川
直
樹
税
理
士

姪原保志氏湯川直樹氏

新春　 対談

2025年9月からスタートしたTKC全国会と日本政策金融公庫
（国民生活事業）との新たな提携スキーム。これは、TKC会員関与先
専用のスキームで、3000万円までの融資であれば5営業日以内（創
業融資の場合7営業日以内）での融資判断が可能。運転資金、設備投
資の両方に対応する。ただし、MIS※1による決算書、申告書の提供
が必要となる。「ファスト」はスピード感、「リンク」はTKC全国会─
日本公庫─事業者をつなぐ連携を表現している。

TKCファストリンク

〔会員事務所〕 〔日本公車〕

〔お申込人〕

②お客さまのご紹介
（事前書類の提出、支店への連絡）

⑤結果のご連絡

①資金調達のご相談 ④ご融資の検討 など

⑥結果のご連絡 ③お申込

※1 TKCモニタリング情報サービス（MIS）…TKC会員事務所が毎月の巡回監査
と月次決算を実施した上で作成した月次試算表、年度決算書などの財務情
報を関与先企業からの依頼に基づいて、金融機関に開示する無償のクラウド
サービス

※2 デフォルト…日本政策金融公庫では、融資
実行後「破綻懸念先」以下となった場合

※3お客さまと日本公庫をつなぐお客さま専用の
オンライン窓口（無料）
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も
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が
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
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リ
ン
グ
情

報
サ
ー
ビ
ス※
１

」（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
で
、現
在
、

利
用
件
数
が
5
万
２
０
０
０
件
を
超

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
非
常

に
信
頼
性
の
高
い
決
算
書
を
開
示
い

た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
25
年

申
し
込
み
か
ら
５
営
業
日
以
内
で
の
融
資
が
可
能
と
な
る
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」。
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
の
税
理
士
・
公
認
会
計
士
が
、
顧
客
企
業
の
決
算
書
な
ど
を

デ
ジ
タ
ル
形
式
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本
政
策
金
融
公
庫
に
提
供
し
、
日
本
公
庫
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
が
提
供
し
た
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で
審
査
時
間
を
短
縮
す
る
と
い
う
提
携

ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
の
ス
キ
ー
ム
の
目
的
と
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
日
本
公
庫
の
姪
原
保
志
常
務
と
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
計
人
の
湯
川
直
樹
税
理
士
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

画
期
的
な
提
携
ス
キ
ー
ム

「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」の
意
義
と
は

湯
川
「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」

が
、
新
た
な
提
携
ス
キ
ー
ム
と
し
て

２
０
２
５
年
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
背
景
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

姪
原

こ
れ
ま
で
も
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
先
生

方
と
は
、
緊
密
に
連
携
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
な
か
で
も
象
徴
的
な

4
月
に
Ｔ
Ｋ
Ｃ
さ
ま
か
ら
「
小
規
模

事
業
者
の
資
金
繰
り
支
援
の
た
め
に

当
庫
と
の
提
携
ス
キ
ー
ム
を
構
築
で

き
な
い
か
」
と
の
提
案
を
い
た
だ
き
、

検
討
し
た
結
果
、
実
現
に
至
っ
た
と

い
う
わ
け
で
す
。

湯
川
「
信
頼
性
の
高
い
決
算
書
」
と

い
う
お
話
が
で
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ

を
活
用
し
て
決
算
書
を
開
示
さ
れ
て

い
る
企
業
は
、
通
常
に
比
べ
て
デ
フ

ォ
ル
ト※
2

の
発
生
率
が
低
い
と
う
か
が

っ
て
い
ま
す
。

姪
原

わ
れ
わ
れ
は
融
資
後
1
年
以

内
の
デ
フ
ォ
ル
ト
の
発
生
率
を
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
は
か
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
先
生
方
が
月
次

巡
回
監
査
を
実
践
さ
れ
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
で

決
算
書
を
開
示
さ
れ
て
い
る
先
の
デ

フ
ォ
ル
ト
の
発
生
率
は
明
ら
か
に
低

く
な
っ
て
い
ま
す
（
P
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表
参

照
）。
デ
ー
タ
的
な
裏
付
け
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
提
携
ス
キ

ー
ム
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

湯
川

短
期
間
に
こ
の
ス
キ
ー
ム
を

開
発
さ
れ
、
実
践
に
持
っ
て
い
く
に

は
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
も
あ
っ
た

の
で
は
？

姪
原

ス
キ
ー
ム
を
検
討
す
る
う
え

で
悩
ま
し
い
ポ
イ
ン
ト
が
二
つ
あ
り

ま
し
た
。
一
つ
目
は
「
デ
ジ
タ
ル
の

部
分
」
で
す
。
現
在
、
当
庫
で
は
90

％
近
く
は
ネ
ッ
ト
で
の
融
資
申
し
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８
割

以
上
が
電
子
契
約
な
の
で
、
入
り
口

と
出
口
の
部
分
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
れ
ら
に
加
え
、

日
本
公
庫
ダ
イ
レ
ク
ト※
３

と
い
う
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
う
ま
く
活
用
し
て
、

ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。

二
つ
目
は
、「
人
が
介
在
す
る
部

分
」
で
す
。
こ
の
部
分
は
、
小
規
模

事
業
者
の
融
資
審
査
を
迅
速
に
行
う

う
え
で
特
に
重
要
と
な
る
ポ
イ
ン
ト

で
し
た
。
先
生
方
は
お
客
さ
ま
一
軒

一
軒
に
月
次
で
巡
回
監
査
を
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
詳
細
な
内
実
を
ご
存

じ
で
す
。
そ
の
た
め
、
当
庫
と
お
客

さ
ま
の
間
に
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
先
生
方
に

入
っ
て
も
ら
い
、
事
前
に
必
要
書
類

や
経
営
情
報
等
を
ご
提
供
い
た
だ
く

こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
最
大
限
活
用
し

迅
速
な
融
資
決
定
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
考
え
ま
し
た
。

申
し
込
み
か
ら
５
日
以
内
で
融
資
決
定

湯
川

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融

合
で
す
ね
。

姪
原

は
い
。
今
、
わ
れ
わ
れ
が
使

え
る
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
に
先
生
方
の
ご
意
見
を
加
味
し

つ
つ
、
ご
希
望
の
金
額
を
で
き
る
だ

け
早
く
ご
融
資
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

湯
川

実
際
、
申
し
込
み
か
ら
ど
れ

く
ら
い
で
融
資
の
決
定
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

姪
原

基
本
的
に
は
5
日
以
内
（
創

業
の
場
合
は
７
日
以
内
）
と
い
う
こ

と
を
謳う
た

っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

2
日
く
ら
い
で
決
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
お

申
し
込
み
後
す
ぐ
に
結
論
が
分
か
る

と
い
う
状
況
で
す
。

湯
川

2
日
と
は
す
ご
い
で
す
ね
。

画
期
的
だ
と
思
い
ま
す
。

姪
原

日
本
政
策
金
融
公
庫
総
合
研

究
所
に
お
い
て
、
全
国
の
中
小
企
業

や
小
規
模
企
業
の
動
向
を
調
べ
て
い

る
の
で
す
が
、
規
模
の
比
較
的
大
き

な
中
小
企
業
で
は
景
況
感
は
プ
ラ
ス

に
推
移
し
て
い
る
一
方
、
小
規
模
企

業
で
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

次
期
調
査
で
も
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
が

拡
大
す
る
の
で
は
と
み
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
小
規
模
企
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
数
も
膨
大
で
あ
り
民
間
の

金
融
機
関
も
き
め
細
か
な
支
援
を
行

っ
て
い
く
の
は
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
税
理
士
の

先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で

迅
速
に
融
資
を
決
定
で
き
る
こ
の
ス

キ
ー
ム
は
、
時
宜
を
得
た
施
策
だ
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

湯
川

長
く
て
も
５
日
間
、
実
際
に

は
２
日
間
く
ら
い
で
判
断
い
た
だ
け

る
と
い
う
の
は
、
非
常
に
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
通
常
の
審
査
だ
と
ど
れ

く
ら
い
か
か
る
の
で
し
ょ
う
。
２
週

間
く
ら
い
で
す
か
。

姪
原

お
申
し
込
み
か
ら
融
資
決
定

日
本
政
策
金
融
公
庫

姪
原
保
志
常
務
取
締
役

×
湯
川
直
樹
税
理
士

姪原保志氏湯川直樹氏

新春　 対談

2025年9月からスタートしたTKC全国会と日本政策金融公庫
（国民生活事業）との新たな提携スキーム。これは、TKC会員関与先
専用のスキームで、3000万円までの融資であれば5営業日以内（創
業融資の場合7営業日以内）での融資判断が可能。運転資金、設備投
資の両方に対応する。ただし、MIS※1による決算書、申告書の提供
が必要となる。「ファスト」はスピード感、「リンク」はTKC全国会─
日本公庫─事業者をつなぐ連携を表現している。

TKCファストリンク

〔会員事務所〕 〔日本公車〕

〔お申込人〕

②お客さまのご紹介
（事前書類の提出、支店への連絡）

⑤結果のご連絡

①資金調達のご相談 ④ご融資の検討 など

⑥結果のご連絡 ③お申込

※1 TKCモニタリング情報サービス（MIS）…TKC会員事務所が毎月の巡回監査
と月次決算を実施した上で作成した月次試算表、年度決算書などの財務情
報を関与先企業からの依頼に基づいて、金融機関に開示する無償のクラウド
サービス

※2 デフォルト…日本政策金融公庫では、融資
実行後「破綻懸念先」以下となった場合

※3お客さまと日本公庫をつなぐお客さま専用の
オンライン窓口（無料）
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い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

民
間
金
融
機
関
と
の
協
調
も
視
野

湯
川

T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
が

ス
タ
ー
ト
し
て
ま
だ
数
カ
月
に
す
ぎ

ま
せ
ん
が
、
今
後
の
展
望
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

姪
原

現
在
、
約
１
９
０
０
の
会
計

事
務
所
（
２
０
２
５
年
11
月
現
在
）

に
ス
キ
ー
ム
利
用
の
ご
登
録
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
関
与
先
の
資

金
繰
り
支
援
を
さ
れ
て
い
る
も
っ
と

多
く
の
先
生
方
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
１
回
は
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。
難
し
い
手
続
き
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
料
金
も
か
か
り
ま

せ
ん
。
単
に
登
録
い
た
だ
け
れ
ば
よ

い
だ
け
で
す
。
登
録
後
は
、
必
要
書

類
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
き
、
最
後
ま

で
デ
ジ
タ
ル
で
完
結
で
き
る
の
で
と

て
も
便
利
で
す
。

Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
は
、
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
取
り

組
み
で
す
。
現
在
が
完
成
形
と
は
考

え
て
い
な
い
の
で
、
活
用
し
て
い
く

な
か
で
今
後
も
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
の
皆

さ
ま
の
声
や
事
業
者
の
ご
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
良
い
仕
組
み

に
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

湯
川

最
近
、
日
本
公
庫
さ
ま
と
民

間
の
金
融
機
関
と
の
連
携
が
深
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
新
し

い
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
、
民
間
の
金

融
機
関
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
と
の

声
も
聞
き
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

姪
原

当
庫
は
、
法
律
に
明
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
民
間
金
融
機
関
を

補
完
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
民
間
金
融
機
関
と
協

調
し
た
融
資
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
方
、
事
業
者
側
で
は
、
成

長
す
る
に
つ
れ
て
、
当
庫
だ
け
で
は

な
く
、
民
間
の
金
融
機
関
と
の
お
付

き
合
い
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
す

る
と
、
当
然
な
が
ら
民
間
の
金
融
機

関
は
当
庫
と
の
協
調
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
際
に
、
こ
の
よ
う
な
ス
キ

ー
ム
を
導
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

お
客
さ
ま
に
よ
り
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
小
企
業
を
盛
り
立
て
る
た
め
に

湯
川

最
後
に
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
計
人
と
、

そ
の
顧
問
先
で
あ
る
企
業
経
営
者
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

姪
原

ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
に
は
全
体

で
約
１
３
０
万
社
、
国
民
事
業
だ
け

で
も
約
１
１
５
万
社
く
ら
い
の
お
客

さ
ま
が
お
り
、
全
国
１
５
２
支
店
で

対
応
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
な
か

な
か
一
人
一
人
の
お
客
さ
ま
に
密
接

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ

う
し
た
な
か
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
で
ご

融
資
し
た
お
客
さ
ま
に
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の

先
生
方
が
月
次
巡
回
監
査
を
通
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
助
言
を
し
て
い
た
だ

け
る
の
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
の
方
々
に
は
、
こ

れ
を
機
に
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク

と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
資
金
繰
り
に
ご
利
用
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
と
、
国
民
生
活
事
業
の
場
合
、

お
客
さ
ま
一
人
一
人
に
決
算
書
の
提

出
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
物
理
的
に

困
難
で
す
し
、
お
願
い
し
た
と
し
て

も
決
算
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
な

い
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
が
、

Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
企
業
の

場
合
、
毎
年
、
あ
る
い
は
毎
月
、
自

動
的
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
信
頼
性
の

高
い
決
算
書
（
試
算
表
）
が
送
付
さ

れ
て
く
る
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
継
続
し
て
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

湯
川

Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
と

い
う
ス
キ
ー
ム
が
、わ
れ
わ
れ
Ｔ
Ｋ
Ｃ

全
国
会
が
目
指
し
て
い
る
活
動
に
、

ま
さ
に
「
リ
ン
ク
」
し
て
い
る
こ
と

が
あ
ら
た
め
て
理
解
で
き
ま
し
た
。

日
本
公
庫
さ
ま
も
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
も
、

中
小
企
業
を
元
気
に
す
る
と
い
う
思

い
は
同
じ
な
の
で
、
お
互
い
手
を
取

り
合
い
、
さ
ら
に
中
小
企
業
を
盛
り

立
て
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

「
書
面
添
付※
4

」
の
あ
る
決
算
書
を
提

出
さ
れ
て
い
る
案
件
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
融
資
す
る
と
い
う
施
策
は
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
コ
ロ
ナ

を
は
さ
む
こ
と
で
、
や
や
う
や
む
や

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

湯
川

い
ま
の
お
話
の
な
か
で
書
面

添
付
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。

中
小
会
計
要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と

税
理
士
法
第
33
の
２
の
書
面
添
付
、

そ
し
て
記
帳
適
時
性
証
明
書
。
こ
の

三
つ
に
つ
い
て
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
で

は
「
３
種
の
神
器
」
と
表
現
し
て
い

ま
す
。

姪
原

そ
う
で
す
ね
。
３
種
の
神
器

が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
、
よ
り
信
頼
性

が
担
保
さ
れ
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ

も
安
心
し
て
ご
融
資
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
そ
の
上
で
、
定
性
的
な
情
報
を

税
理
士
先
生
に
じ
か
に
お
聞
き
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
現
在
は
苦
し
く
て
も
、

事
業
計
画
な
ど
で
「
今
後
こ
う
や
っ

て
改
善
し
て
い
き
ま
す
」
と
の
道
筋

が
見
え
れ
ば
、
融
資
判
断
も
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

湯
川

Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
計
人
は
、
月
次
巡

回
監
査
を
通
じ
て
定
性
情
報
も
あ
る

程
度
把
握
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、

そ
う
し
た
情
報
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
を
よ

り
よ
い
ス
キ
ー
ム
に
育
て
て
い
っ
て

ま
で
平
均
で
２
〜
３
週
間
、
融
資
実

行
ま
で
と
な
る
と
平
均
で
１
カ
月
く

ら
い
か
か
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
「
５
日
以
内
」
と
い
う
の

は
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
で
す
し
、

今
後
も
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
も
、

５
日
で
結
論
が
出
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
後
の
動
き
も
と
り
や
す
い
で
し

ょ
う
か
ら
ね
。

常
に
多
い
た
め
、
や
は
り
一
人
一
人

に
時
間
を
か
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
物
理
的
に
で
き

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
税
理
士
先
生

を
通
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
、

数
多
く
の
お
取
引
先
さ
ま
と
接
触
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、

税
理
士
の
方
々
の
協
力
な
く
し
て
わ

れ
わ
れ
の
「
国
民
生
活
事
業
」
の
融

資
は
成
り
立
た
な
い
ん
で
す
よ
。
当

庫
に
つ
い
て
、
詳
し
く
ご
存
じ
で
な

い
事
業
者
の
方
も
、
税
理
士
先
生
を

通
し
て
金
融
機
関
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
と
い
う
の
は
安
心
材
料
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

湯
川

と
こ
ろ
で
、
通
常
と
比
べ
る

と
圧
倒
的
に
速
い
審
査
期
間
に
つ
い

て
、
現
場
の
方
々
の
と
ま
ど
い
や
混

乱
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

姪
原

正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
ス
キ

ー
ム
の
素
案
を
現
場
に
提
示
し
た
際

は
、
本
当
に
５
日
で
融
資
決
定
が
で

き
る
か
不
安
の
声
の
方
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
際

に
、
当
庫
に
は
多
く
の
お
客
さ
ま
が

来
ら
れ
て
、
余
裕
の
な
い
な
か
で
次

か
ら
次
へ
と
仕
事
を
こ
な
す
の
に
精

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
が
３
年
以

上
続
き
、
そ
の
マ
イ
ン
ド
の
ま
ま
、

わ
れ
わ
れ
も
メ
リ
ハ
リ
を
欠
い
て
い

た
部
分
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
は

湯
川

ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
短
縮
で

き
る
の
で
し
ょ
う
。

姪
原

通
常
で
あ
れ
ば
、
お
客
さ
ま

の
現
状
が
分
か
っ
て
い
な
い
状
況
で

審
査
が
始
ま
る
の
で
、
そ
こ
を
ま
ず

お
聞
き
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
の
場
合
、

決
算
書
な
ど
の
経
営
デ
ー
タ
は
正
確

な
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、
先
ほ
ど
も

少
し
触
れ
た
よ
う
に
経
営
者
の
人
と

な
り
や
会
社
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
方
向
性
も
税
理
士
先
生

か
ら
お
聞
き
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

通
常
必
要
な
時
間
を
か
な
り
省
略
で

き
る
わ
け
で
す
。

湯
川

経
営
者
に
と
っ
て
、
融
資
申

し
込
み
を
し
て
か
ら
結
論
が
で
る
ま

で
の
精
神
的
な
負
担
は
と
て
も
大
き

い
で
す
か
ら
ね
。
５
日
間
で
結
論
が

出
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
不
安

で
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
期
間
が
解
消
さ
れ

て
、
よ
り
事
業
に
専
念
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

〝
３
種
の
神
器
〞
が
有
効

湯
川

Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
と

い
う
ス
キ
ー
ム
は
、
税
理
士
が
、
直

接
中
小
企
業
金
融
に
か
か
わ
る
と
い

う
意
味
で
、
画
期
的
な
も
の
だ
と
感

じ
て
い
る
の
で
す
が
…
…
。

姪
原

わ
れ
わ
れ
の
お
取
引
先
さ
ま

の
中
心
は
小
規
模
事
業
者
で
数
も
非

100

61

56

62件滅少

51

47

法人全体

MIS利用

MIS+中小会計要領

MIS+記帳適時性証明書

MIS+書面添付

MIS+TKC会員からの融資紹介

TKC会員が作成する決算書の信頼性
法人融資全体のデフォルト件数を100件とした場合に、三種の神器でデフォルト件数はどれほど低下するか

0 40 8020 60 100

38

※4 書面添付制度（税理士法第33条の2）…申告書作成のプロセスにおいて、計算、整理、相談に応じた
事項を明らかにした書面（添付書面）を申告書に添付し、税務の専門家である税理士が、その申告
が誠実に行われていることを示す制度。この書面添付を行うことで、顧問税理士が税務署から意見聴
取を受けた上で企業への税務調査が省略されることがある。

日本政策金融公庫のデータをもとに株式会社TKCが作成
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い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

民
間
金
融
機
関
と
の
協
調
も
視
野

湯
川

T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
が

ス
タ
ー
ト
し
て
ま
だ
数
カ
月
に
す
ぎ

ま
せ
ん
が
、
今
後
の
展
望
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

姪
原

現
在
、
約
１
９
０
０
の
会
計

事
務
所
（
２
０
２
５
年
11
月
現
在
）

に
ス
キ
ー
ム
利
用
の
ご
登
録
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
関
与
先
の
資

金
繰
り
支
援
を
さ
れ
て
い
る
も
っ
と

多
く
の
先
生
方
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
１
回
は
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。
難
し
い
手
続
き
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
料
金
も
か
か
り
ま

せ
ん
。
単
に
登
録
い
た
だ
け
れ
ば
よ

い
だ
け
で
す
。
登
録
後
は
、
必
要
書

類
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
き
、
最
後
ま

で
デ
ジ
タ
ル
で
完
結
で
き
る
の
で
と

て
も
便
利
で
す
。

Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
は
、
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
取
り

組
み
で
す
。
現
在
が
完
成
形
と
は
考

え
て
い
な
い
の
で
、
活
用
し
て
い
く

な
か
で
今
後
も
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
の
皆

さ
ま
の
声
や
事
業
者
の
ご
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
良
い
仕
組
み

に
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

湯
川

最
近
、
日
本
公
庫
さ
ま
と
民

間
の
金
融
機
関
と
の
連
携
が
深
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
新
し

い
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
、
民
間
の
金

融
機
関
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
と
の

声
も
聞
き
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

姪
原

当
庫
は
、
法
律
に
明
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
民
間
金
融
機
関
を

補
完
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
民
間
金
融
機
関
と
協

調
し
た
融
資
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
方
、
事
業
者
側
で
は
、
成

長
す
る
に
つ
れ
て
、
当
庫
だ
け
で
は

な
く
、
民
間
の
金
融
機
関
と
の
お
付

き
合
い
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
す

る
と
、
当
然
な
が
ら
民
間
の
金
融
機

関
は
当
庫
と
の
協
調
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
際
に
、
こ
の
よ
う
な
ス
キ

ー
ム
を
導
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

お
客
さ
ま
に
よ
り
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
小
企
業
を
盛
り
立
て
る
た
め
に

湯
川

最
後
に
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
計
人
と
、

そ
の
顧
問
先
で
あ
る
企
業
経
営
者
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

姪
原

ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
に
は
全
体

で
約
１
３
０
万
社
、
国
民
事
業
だ
け

で
も
約
１
１
５
万
社
く
ら
い
の
お
客

さ
ま
が
お
り
、
全
国
１
５
２
支
店
で

対
応
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
な
か

な
か
一
人
一
人
の
お
客
さ
ま
に
密
接

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ

う
し
た
な
か
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
で
ご

融
資
し
た
お
客
さ
ま
に
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の

先
生
方
が
月
次
巡
回
監
査
を
通
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
助
言
を
し
て
い
た
だ

け
る
の
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
の
方
々
に
は
、
こ

れ
を
機
に
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク

と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
資
金
繰
り
に
ご
利
用
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
と
、
国
民
生
活
事
業
の
場
合
、

お
客
さ
ま
一
人
一
人
に
決
算
書
の
提

出
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
物
理
的
に

困
難
で
す
し
、
お
願
い
し
た
と
し
て

も
決
算
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
な

い
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
が
、

Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
企
業
の

場
合
、
毎
年
、
あ
る
い
は
毎
月
、
自

動
的
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
信
頼
性
の

高
い
決
算
書
（
試
算
表
）
が
送
付
さ

れ
て
く
る
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
継
続
し
て
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

湯
川

Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
と

い
う
ス
キ
ー
ム
が
、わ
れ
わ
れ
Ｔ
Ｋ
Ｃ

全
国
会
が
目
指
し
て
い
る
活
動
に
、

ま
さ
に
「
リ
ン
ク
」
し
て
い
る
こ
と

が
あ
ら
た
め
て
理
解
で
き
ま
し
た
。

日
本
公
庫
さ
ま
も
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
も
、

中
小
企
業
を
元
気
に
す
る
と
い
う
思

い
は
同
じ
な
の
で
、
お
互
い
手
を
取

り
合
い
、
さ
ら
に
中
小
企
業
を
盛
り

立
て
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

「
書
面
添
付※
4

」
の
あ
る
決
算
書
を
提

出
さ
れ
て
い
る
案
件
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
融
資
す
る
と
い
う
施
策
は
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
コ
ロ
ナ

を
は
さ
む
こ
と
で
、
や
や
う
や
む
や

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

湯
川

い
ま
の
お
話
の
な
か
で
書
面

添
付
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。

中
小
会
計
要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と

税
理
士
法
第
33
の
２
の
書
面
添
付
、

そ
し
て
記
帳
適
時
性
証
明
書
。
こ
の

三
つ
に
つ
い
て
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
で

は
「
３
種
の
神
器
」
と
表
現
し
て
い

ま
す
。

姪
原

そ
う
で
す
ね
。
３
種
の
神
器

が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
、
よ
り
信
頼
性

が
担
保
さ
れ
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ

も
安
心
し
て
ご
融
資
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
そ
の
上
で
、
定
性
的
な
情
報
を

税
理
士
先
生
に
じ
か
に
お
聞
き
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
現
在
は
苦
し
く
て
も
、

事
業
計
画
な
ど
で
「
今
後
こ
う
や
っ

て
改
善
し
て
い
き
ま
す
」
と
の
道
筋

が
見
え
れ
ば
、
融
資
判
断
も
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

湯
川

Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
計
人
は
、
月
次
巡

回
監
査
を
通
じ
て
定
性
情
報
も
あ
る

程
度
把
握
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、

そ
う
し
た
情
報
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
を
よ

り
よ
い
ス
キ
ー
ム
に
育
て
て
い
っ
て

ま
で
平
均
で
２
〜
３
週
間
、
融
資
実

行
ま
で
と
な
る
と
平
均
で
１
カ
月
く

ら
い
か
か
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
「
５
日
以
内
」
と
い
う
の

は
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
で
す
し
、

今
後
も
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
も
、

５
日
で
結
論
が
出
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
後
の
動
き
も
と
り
や
す
い
で
し

ょ
う
か
ら
ね
。

常
に
多
い
た
め
、
や
は
り
一
人
一
人

に
時
間
を
か
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
物
理
的
に
で
き

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
税
理
士
先
生

を
通
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
、

数
多
く
の
お
取
引
先
さ
ま
と
接
触
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、

税
理
士
の
方
々
の
協
力
な
く
し
て
わ

れ
わ
れ
の
「
国
民
生
活
事
業
」
の
融

資
は
成
り
立
た
な
い
ん
で
す
よ
。
当

庫
に
つ
い
て
、
詳
し
く
ご
存
じ
で
な

い
事
業
者
の
方
も
、
税
理
士
先
生
を

通
し
て
金
融
機
関
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
と
い
う
の
は
安
心
材
料
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

湯
川

と
こ
ろ
で
、
通
常
と
比
べ
る

と
圧
倒
的
に
速
い
審
査
期
間
に
つ
い

て
、
現
場
の
方
々
の
と
ま
ど
い
や
混

乱
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

姪
原

正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
ス
キ

ー
ム
の
素
案
を
現
場
に
提
示
し
た
際

は
、
本
当
に
５
日
で
融
資
決
定
が
で

き
る
か
不
安
の
声
の
方
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
際

に
、
当
庫
に
は
多
く
の
お
客
さ
ま
が

来
ら
れ
て
、
余
裕
の
な
い
な
か
で
次

か
ら
次
へ
と
仕
事
を
こ
な
す
の
に
精

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
が
３
年
以

上
続
き
、
そ
の
マ
イ
ン
ド
の
ま
ま
、

わ
れ
わ
れ
も
メ
リ
ハ
リ
を
欠
い
て
い

た
部
分
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
は

湯
川

ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
短
縮
で

き
る
の
で
し
ょ
う
。

姪
原

通
常
で
あ
れ
ば
、
お
客
さ
ま

の
現
状
が
分
か
っ
て
い
な
い
状
況
で

審
査
が
始
ま
る
の
で
、
そ
こ
を
ま
ず

お
聞
き
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
の
場
合
、

決
算
書
な
ど
の
経
営
デ
ー
タ
は
正
確

な
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、
先
ほ
ど
も

少
し
触
れ
た
よ
う
に
経
営
者
の
人
と

な
り
や
会
社
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
方
向
性
も
税
理
士
先
生

か
ら
お
聞
き
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

通
常
必
要
な
時
間
を
か
な
り
省
略
で

き
る
わ
け
で
す
。

湯
川

経
営
者
に
と
っ
て
、
融
資
申

し
込
み
を
し
て
か
ら
結
論
が
で
る
ま

で
の
精
神
的
な
負
担
は
と
て
も
大
き

い
で
す
か
ら
ね
。
５
日
間
で
結
論
が

出
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
不
安

で
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
期
間
が
解
消
さ
れ

て
、
よ
り
事
業
に
専
念
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

〝
３
種
の
神
器
〞
が
有
効

湯
川

Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
と

い
う
ス
キ
ー
ム
は
、
税
理
士
が
、
直

接
中
小
企
業
金
融
に
か
か
わ
る
と
い

う
意
味
で
、
画
期
的
な
も
の
だ
と
感

じ
て
い
る
の
で
す
が
…
…
。

姪
原

わ
れ
わ
れ
の
お
取
引
先
さ
ま

の
中
心
は
小
規
模
事
業
者
で
数
も
非

100
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中小企業支援委員会から 鹿
児
島
市
で
令
和
7
年
9
月
1
日
に
創
業
し
た
製
茶
工
場
向
け
機
械
の
設
置
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う「
C
．P
．F
．E
合
同
会
社
」は
、「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」

（
T
K
C
全
国
会
と
日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活
事
業
）と
の
提
携
融
資
ス
キ
ー
ム
）に
よ
る
創
業
者
向
け
融
資
の
第
一
号
利
用
者
と
な
っ
た
。同
社
の
對つ

し

間ま

忠
義
社
長
と

久
保
武
徳
税
理
士
事
務
所
の
久
保
武
徳
会
員（
T
K
C
九
州
会
）、日
本
政
策
金
融
公
庫
鹿
児
島
支
店（
国
民
生
活
事
業
）融
資
第
三
課
の
小
川
亮
介
上
席
課
長

代
理
も
交
え
、話
を
聞
い
た
。

中小企業支援委員会から

中
小
企
業
支
援
委
員
会
か
ら
◇
創
業
者
向
け
ス
ピ
ー
ド
融
資
事
例

Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
は
創
業
支
援
の
現
場
で
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
ツ
ー
ル

│
│
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
融
資
決
定
で
志
の
高
い
創
業
者
を
支
援
す
る

■
と
き
：
令
和
7
年
11
月
12
日
㈬

■
と
こ
ろ
：
久
保
武
徳
税
理
士
事
務
所

鹿
児
島
市
で
機
械
設
備
を
扱
う
会
社
を
創
業

若
者
が
定
着
す
る
ス
キ
ー
ム
実
現
を
目
指
す

│
│
對
間
社
長
は
令
和
7
年
9
月
1
日
に
創

業
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
創
業
の
経
緯
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

對
間

私
は
、
製
茶
プ
ラ
ン
ト
を
製
造
す
る

知
り
合
い
の
創
業
経
験
者
か
ら
「
融
資
は
な
か

な
か
大
変
だ
よ
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
驚
き

と
と
も
に
、「
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
」
と
心

配
に
な
っ
た
ほ
ど
で
し
た
（
笑
）。

│
│
久
保
先
生
の
對
間
社
長
へ
の
印
象
は
い

か
が
で
し
た
か
。

久
保

6
月
に
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
し
ば

ら
く
音
沙
汰
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
再
度
ご

会
社
に
長
年
勤
め
、
取
引
先
の
製
茶
工
場
を
訪

問
し
て
、
製
茶
機
械
の
設
置
や
ア
フ
タ
ー
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
は

お
茶
の
生
産
量
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
製

茶
業
は
基
幹
産
業
で
す
。
し
か
し
、
製
茶
業
界

で
長
年
働
く
中
で
、
5
年
後
・
10
年
後
の
未
来

を
見
据
え
た
と
き
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
少
子
高

齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
の
影
響
で
業
界
は
縮

小
・
消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

強
い
危
機
感
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

難
題
を
解
決
す
る
に
は
、
未
来
を
担
う
若
者
の

働
き
ぶ
り
を
適
正
に
評
価
し
、
賃
金
に
反
映
し

て
定
着
し
て
も
ら
う
た
め
の
ス
キ
ー
ム
が
必
要

だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

熟
考
の
末
、
そ
の
実
現
に
は
自
分
で
会
社
を

起
こ
す
し
か
な
い
と
決
意
し
、
会
社
と
何
度
も

連
絡
が
あ
り
、
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
8
月

初
旬
で
し
た
。
そ
の
際
に
、
私
か
ら
「
理
念
は

何
で
す
か
」「
な
ぜ
独
立
し
た
の
で
す
か
」「
何

が
し
た
い
の
で
す
か
」
な
ど
の
質
問
を
し
て
、

考
え
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
製
茶

業
界
の
未
来
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、

今
頑
張
っ
て
い
る
若
者
を
評
価
し
、
報
酬
で
報

い
る
こ
と
が
で
き
る
ス
キ
ー
ム
を
作
っ
て
業
界

を
変
え
た
い
」
と
い
う
、
と
て
も
崇
高
な
志
と
、

大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
持
ち
だ
と
知
り
、
ぜ
ひ

応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
21
年
前
に
事
務
所
を
ゼ
ロ
か
ら
開

業
し
た
の
で
、
創
業
者
の
資
金
面
で
の
不
安
は

よ
く
分
か
り
ま
す
。
私
か
ら
は
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
全
部
解
決
で
き
る
よ
う
、
私
が
21
年
間
歩

い
て
き
た
道
の
り
を
全
て
お
教
え
し
ま
す
。
そ

れ
が
私
の
事
務
所
の
一
番
の
強
み
で
す
」
と
い

う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

日
本
公
庫
と
面
談
し
、

そ
の
日
の
う
ち
に
融
資
決
定
の
連
絡
が
来
た

│
│
今
回
、「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」

を
令
和
7
年
9
月
2
日
に
申
請
し
、
す
ぐ
に
融

資
が
決
定
し
た
そ
う
で
す
ね
。

對
間

異
常
な
ほ
ど
早
く
融
資
が
決
定
し
た

の
で
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
（
笑
）。
知
り
合

話
し
合
っ
た
結
果
、
営
業
エ
リ
ア
を
限
定
し
、

業
務
委
託
と
い
う
形
で
独
立
し
ま
し
た
。

│
│
久
保
武
徳
税
理
士
事
務
所
と
顧
問
契
約

さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

對
間

会
社
を
起
こ
す
に
あ
た
り
、
一
番
心

配
だ
っ
た
の
が
経
理
業
務
で
す
。
私
は
、
生
産

現
場
が
中
心
で
、
経
理
は
素
人
で
し
た
。
そ
こ

で
6
月
ご
ろ
か
ら
税
理
士
紹
介
サ
イ
ト
で
検
索

し
、
5
〜
6
名
の
税
理
士
先
生
と
お
会
い
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
最
も
フ
ラ
ン
ク
で
話
し
や
す

か
っ
た
の
が
久
保
先
生
で
し
た
。

│
│
久
保
先
生
と
の
出
会
い
で
印
象
深
か
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
。

對
間

初
め
て
お
会
い
し
た
と
き
に
、
融
資

の
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
軽
い
感
じ
で
「
大
丈

夫
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
事
前
に

い
か
ら
は
「
面
談

を
終
え
て
2
週
間

以
上
経
っ
て
も
回

答
が
な
か
っ
た
」

と
聞
い
て
い
た
の

で
、
そ
れ
が
通
常

だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、

私
の
場
合
は
小
川

さ
ん
と
面
談
し
、

そ
の
日
の
う
ち
に

「
融
資
が
下
り
ま
し
た
」
と
の
電
話
が
あ
り
、

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

│
│
面
談
当
日
の
う
ち
に
融
資
決
定
と
は
驚

き
で
す
ね
。
久
保
先
生
は
ど
の
よ
う
な
準
備
を

し
ま
し
た
か
。

久
保

初
回
面
談
か
ら
創
業
準
備
を
進
め
る

中
で
、
8
月
28
日
に
「
融
資
支
援
を
お
願
い
で

き
な
い
か
」
と
メ
ー
ル
で
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

私
は
「
事
業
開
始
後
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
以

下
、
日
本
公
庫
）
へ
の
申
請
を
進
め
ま
し
ょ
う
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
9
月
1
日
に
正

式
に
融
資
の
依
頼
を
受
け
、
税
務
関
係
書
類
の

提
出
準
備
な
ど
を
行
い
、
翌
2
日
に
当
事
務
所

で
面
談
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
創
業
計
画
の

具
体
化
、
資
金
繰
り
の
整
理
、
事
業
開
始
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
行
い
、
当
事
務
所
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中小企業支援委員会から 鹿
児
島
市
で
令
和
7
年
9
月
1
日
に
創
業
し
た
製
茶
工
場
向
け
機
械
の
設
置
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う「
C
．P
．F
．E
合
同
会
社
」は
、「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」

（
T
K
C
全
国
会
と
日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活
事
業
）と
の
提
携
融
資
ス
キ
ー
ム
）に
よ
る
創
業
者
向
け
融
資
の
第
一
号
利
用
者
と
な
っ
た
。同
社
の
對つ

し

間ま

忠
義
社
長
と

久
保
武
徳
税
理
士
事
務
所
の
久
保
武
徳
会
員（
T
K
C
九
州
会
）、日
本
政
策
金
融
公
庫
鹿
児
島
支
店（
国
民
生
活
事
業
）融
資
第
三
課
の
小
川
亮
介
上
席
課
長

代
理
も
交
え
、話
を
聞
い
た
。

中小企業支援委員会から

中
小
企
業
支
援
委
員
会
か
ら
◇
創
業
者
向
け
ス
ピ
ー
ド
融
資
事
例

Ｔ
Ｋ
Ｃ
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
は
創
業
支
援
の
現
場
で
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
ツ
ー
ル

│
│
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
融
資
決
定
で
志
の
高
い
創
業
者
を
支
援
す
る

■
と
き
：
令
和
7
年
11
月
12
日
㈬

■
と
こ
ろ
：
久
保
武
徳
税
理
士
事
務
所

鹿
児
島
市
で
機
械
設
備
を
扱
う
会
社
を
創
業

若
者
が
定
着
す
る
ス
キ
ー
ム
実
現
を
目
指
す

│
│
對
間
社
長
は
令
和
7
年
9
月
1
日
に
創

業
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
創
業
の
経
緯
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

對
間

私
は
、
製
茶
プ
ラ
ン
ト
を
製
造
す
る

知
り
合
い
の
創
業
経
験
者
か
ら
「
融
資
は
な
か

な
か
大
変
だ
よ
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
驚
き

と
と
も
に
、「
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
」
と
心

配
に
な
っ
た
ほ
ど
で
し
た
（
笑
）。

│
│
久
保
先
生
の
對
間
社
長
へ
の
印
象
は
い

か
が
で
し
た
か
。

久
保

6
月
に
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
し
ば

ら
く
音
沙
汰
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
再
度
ご

会
社
に
長
年
勤
め
、
取
引
先
の
製
茶
工
場
を
訪

問
し
て
、
製
茶
機
械
の
設
置
や
ア
フ
タ
ー
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
は

お
茶
の
生
産
量
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
製

茶
業
は
基
幹
産
業
で
す
。
し
か
し
、
製
茶
業
界

で
長
年
働
く
中
で
、
5
年
後
・
10
年
後
の
未
来

を
見
据
え
た
と
き
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
少
子
高

齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
の
影
響
で
業
界
は
縮

小
・
消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

強
い
危
機
感
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

難
題
を
解
決
す
る
に
は
、
未
来
を
担
う
若
者
の

働
き
ぶ
り
を
適
正
に
評
価
し
、
賃
金
に
反
映
し

て
定
着
し
て
も
ら
う
た
め
の
ス
キ
ー
ム
が
必
要

だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

熟
考
の
末
、
そ
の
実
現
に
は
自
分
で
会
社
を

起
こ
す
し
か
な
い
と
決
意
し
、
会
社
と
何
度
も

連
絡
が
あ
り
、
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
8
月

初
旬
で
し
た
。
そ
の
際
に
、
私
か
ら
「
理
念
は

何
で
す
か
」「
な
ぜ
独
立
し
た
の
で
す
か
」「
何

が
し
た
い
の
で
す
か
」
な
ど
の
質
問
を
し
て
、

考
え
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
製
茶

業
界
の
未
来
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、

今
頑
張
っ
て
い
る
若
者
を
評
価
し
、
報
酬
で
報

い
る
こ
と
が
で
き
る
ス
キ
ー
ム
を
作
っ
て
業
界

を
変
え
た
い
」
と
い
う
、
と
て
も
崇
高
な
志
と
、

大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
持
ち
だ
と
知
り
、
ぜ
ひ

応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
21
年
前
に
事
務
所
を
ゼ
ロ
か
ら
開

業
し
た
の
で
、
創
業
者
の
資
金
面
で
の
不
安
は

よ
く
分
か
り
ま
す
。
私
か
ら
は
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
全
部
解
決
で
き
る
よ
う
、
私
が
21
年
間
歩

い
て
き
た
道
の
り
を
全
て
お
教
え
し
ま
す
。
そ

れ
が
私
の
事
務
所
の
一
番
の
強
み
で
す
」
と
い

う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

日
本
公
庫
と
面
談
し
、

そ
の
日
の
う
ち
に
融
資
決
定
の
連
絡
が
来
た

│
│
今
回
、「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」

を
令
和
7
年
9
月
2
日
に
申
請
し
、
す
ぐ
に
融

資
が
決
定
し
た
そ
う
で
す
ね
。

對
間

異
常
な
ほ
ど
早
く
融
資
が
決
定
し
た

の
で
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
（
笑
）。
知
り
合

話
し
合
っ
た
結
果
、
営
業
エ
リ
ア
を
限
定
し
、

業
務
委
託
と
い
う
形
で
独
立
し
ま
し
た
。

│
│
久
保
武
徳
税
理
士
事
務
所
と
顧
問
契
約

さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

對
間

会
社
を
起
こ
す
に
あ
た
り
、
一
番
心

配
だ
っ
た
の
が
経
理
業
務
で
す
。
私
は
、
生
産

現
場
が
中
心
で
、
経
理
は
素
人
で
し
た
。
そ
こ

で
6
月
ご
ろ
か
ら
税
理
士
紹
介
サ
イ
ト
で
検
索

し
、
5
〜
6
名
の
税
理
士
先
生
と
お
会
い
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
最
も
フ
ラ
ン
ク
で
話
し
や
す

か
っ
た
の
が
久
保
先
生
で
し
た
。

│
│
久
保
先
生
と
の
出
会
い
で
印
象
深
か
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
。

對
間

初
め
て
お
会
い
し
た
と
き
に
、
融
資

の
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
軽
い
感
じ
で
「
大
丈

夫
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
事
前
に

い
か
ら
は
「
面
談

を
終
え
て
2
週
間

以
上
経
っ
て
も
回

答
が
な
か
っ
た
」

と
聞
い
て
い
た
の

で
、
そ
れ
が
通
常

だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、

私
の
場
合
は
小
川

さ
ん
と
面
談
し
、

そ
の
日
の
う
ち
に

「
融
資
が
下
り
ま
し
た
」
と
の
電
話
が
あ
り
、

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

│
│
面
談
当
日
の
う
ち
に
融
資
決
定
と
は
驚

き
で
す
ね
。
久
保
先
生
は
ど
の
よ
う
な
準
備
を

し
ま
し
た
か
。

久
保

初
回
面
談
か
ら
創
業
準
備
を
進
め
る

中
で
、
8
月
28
日
に
「
融
資
支
援
を
お
願
い
で

き
な
い
か
」
と
メ
ー
ル
で
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

私
は
「
事
業
開
始
後
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
以

下
、
日
本
公
庫
）
へ
の
申
請
を
進
め
ま
し
ょ
う
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
9
月
1
日
に
正

式
に
融
資
の
依
頼
を
受
け
、
税
務
関
係
書
類
の

提
出
準
備
な
ど
を
行
い
、
翌
2
日
に
当
事
務
所

で
面
談
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
創
業
計
画
の

具
体
化
、
資
金
繰
り
の
整
理
、
事
業
開
始
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
行
い
、
当
事
務
所
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中小企業支援委員会から

と
し
て
の
支
援
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

日
本
公
庫
様
と
は
日
ご
ろ
か
ら
創
業
・
資
金

調
達
案
件
を
通
じ
て
連
携
を
深
め
て
い
た
た
め
、

今
回
も
迅
速
か
つ
丁
寧
に
ご
対
応
い
た
だ
け
ま

し
た
。

│
│
日
本
公
庫
鹿
児
島
支
店
の
小
川
さ
ん
に
、

今
回
、
迅
速
な
融
資
決
定
が
実
現
し
た
背
景
を

お
聞
き
し
ま
す
。

小
川

久
保
武
徳
税
理
士
事
務
所
様
と
当
支

店
と
の
お
付
き
合
い
は
約
20
年
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」
の
申
請

を
受
け
、
当
支
店
に
お
い
て
も
第
一
号
案
件
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ
に
上
司
の
書
川
に

報
告
し
ま
し
た
。「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」

で
は
上
司
も
申
請
内
容
を
確
認
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
指
示
を
受
け
て
速
や
か

に
審
査
の
準
備
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
融
資
は
、
Ｃ
．
Ｐ
．
Ｆ
．
Ｅ
合
同
会
社

様
の
創
業
計
画
や
5
か
年
経
営
計
画
が
し
っ
か

り
と
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
久
保
先

生
か
ら
對
間
社
長
の
人
と
な
り
や
事
業
内
容
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
事
前
に
お
伺
い
し
て
い
た
こ
と
か

ら
安
心
感
が
あ
り
、
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

久
保

実
は
、
私
が
對
間
社
長
と
の
初
回
面

談
で
「（
融
資
は
）
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
言
え

た
の
も
、「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」
を
す

尽
き
れ
ば
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が
な
か
な

か
難
し
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
、
T
K
C
全
国
会
が
日
本
公
庫
と
連
携

し
て
、
對
間
社
長
の
よ
う
な
高
い
志
と
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
い
る
創
業
者
へ
迅
速
に
資
金
面
で

支
援
で
き
る
「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」
が

生
ま
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
創
業
計
画
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
融

ぐ
に
ご
提
案
し
た
の
も
、
對
間
社
長
の
ビ
ジ
ョ

ン
や
理
念
が
明
確
で
、
売
上
目
標
や
人
件
費
な

ど
の
数
字
を
具
体
的
に
示
さ
れ
、
そ
の
裏
付
け

と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
私

は
社
長
の
頭
の
中
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
整
理
し

「
見
え
る
化
」
し
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

T
K
C
に
は
継
続
M
A
S
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

の
で
、
社
長
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
変
動
損
益

計
算
書
と
、
資
金
繰
り
分
析
に
必
要
な
貸
借
対

照
表
を
含
む
創
業
計
画
書
や
5
か
年
経
営
計
画

書
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
T
K
C
会
員
な
ら
で
は
の
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

對
間

私
は
、
長
年
現
場
を
見
て
い
て
、
売

上
に
対
す
る
大
ま
か
な
必
要
経
費
は
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
例
え

ば
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
の
時
給
を

今
の
1
・
5
倍
に
上
げ
て
も
経
営
は
成
り
立
つ

の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
数
字
に
し
た
だ
け
で
す
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
融
資
決
定
の
お
か
げ
で
、

従
業
員
が
雇
用
で
き
、売
上
ア
ッ
プ
の
好
循
環

│
│
對
間
社
長
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
感
想
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

對
間

融
資
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
創
業
間

資
の
審
査
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化
す
る
に
は
、
従

来
の
紙
ベ
ー
ス
で
の
や
り
と
り
に
は
限
界
が
あ

る
と
以
前
か
ら
課
題
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ス
キ
ー
ム
は
、
創
業
支
援
の
現
場
で
大
き
な

効
果
を
発
揮
す
る
ツ
ー
ル
に
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

「
正
確
な
財
務
支
援
」と「
迅
速
な
融
資
支
援
」で

地
域
の
創
業
者
支
援
に
寄
与
し
た
い

│
│
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
川

当
支
店
の
職
員
は
、
経
営
者
に
と
っ

て
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手
は
、
創
業
か
ら
ず

っ
と
寄
り
添
っ
て
ご
支
援
さ
れ
て
い
る
税
理
士

の
皆
さ
ん
で
あ
る
こ
と
を
共
通
認
識
と
し
て
持

っ
て
お
り
、
非
常
に
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
久
保
先
生
の
事
務
所
の
担
当
に
な
っ
た

の
は
令
和
6
年
8
月
か
ら
で
す
が
、「
T
K
C

フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」
を
き
っ
か
け
に
、
久
保
先

生
と
よ
り
密
に
お
話
し
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
私
の
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
久
保
武
徳
税
理
士
事
務
所
様
と
の
連
携
を

一
層
深
め
て
、
と
も
に
お
客
様
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

久
保

今
後
も
、
地
域
の
創
業
者
支
援
に

「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」
を
積
極
的
に
活

用
し
、
創
業
企
業
が
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄

も
な
い
経
営
者
に
と
っ
て
非
常
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。
通
常
は
結
果
が
出
る
ま
で
の
2
〜

3
週
間
、
常
に
資
金
繰
り
の
こ
と
が
頭
か
ら
離

れ
ず
、
仕
事
に
集
中
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ

の
間
、
融
資
が
下
り
な
か
っ
た
場
合
の
次
の
手

を
打
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
業
務
計
画
が
立
て
ら

れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
事
前
に
知
り
合
い
か
ら
色
々
と

聞
い
て
い
た
の
で
、
創
業
時
の
融
資
は
簡
単
に

は
下
り
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
実

は
、
9
月
の
創
業
時
点
か
ら
従
業
員
の
採
用
を

検
討
し
て
い
た
の
で
す
が
、
取
引
先
と
の
契
約

は
入
金
が
2
カ
月
後
の
た
め
、
今
回
の
融
資
が

下
り
な
け
れ
ば
諦
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

無
事
融
資
が
決
定
し
た
こ
と
で
、
雇
用
が
実
現

し
、
売
上
も
当
初
予
定
よ
り
多
く
上
が
る
と
い

う
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
久
保
先
生
に
紹

介
い
た
だ
い
た
「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」

の
お
か
げ
で
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

久
保

今
回
の
事
例
は
、「
T
K
C
フ
ァ
ス

ト
リ
ン
ク
」
の
有
用
性
を
表
す
象
徴
的
な
ケ
ー

ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
も
創
業
者
で
す
か

ら
「
金
な
し
、
顧
客
な
し
、
コ
ネ
な
し
」
の
三

重
苦
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
特
に
資
金
繰

り
は
、
借
入
の
相
談
先
す
ら
知
ら
な
く
て
、
毎

日
、
手
元
の
資
金
が
減
っ
て
い
く
の
を
不
安
に

思
っ
て
眠
れ
な
い
夜
が
続
き
ま
し
た
。
資
金
が

与
で
き
る
よ
う
、
事
務
所
と
し
て
伴
走
型
の
支

援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
小
川
さ

ん
を
は
じ
め
日
本
公
庫
鹿
児
島
支
店
様
と
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
強
化
し
、「
正
確
な

財
務
支
援
」
×
「
迅
速
な
融
資
支
援
」
と
い
う

体
制
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

對
間

当
社
の
主
な
営
業
エ
リ
ア
は
、
薩
摩

半
島
の
南
端
に
あ
る
南
薩
地
域
で
す
。
こ
こ
は
、

以
前
勤
め
て
い
た
会
社
で
入
社
2
年
目
か
ら
5

年
間
担
当
し
て
い
た
場
所
で
す
。
そ
の
会
社
で

は
売
上
高
が
大
き
く
、
業
務
量
も
膨
大
で
し
た

が
、
当
時
の
私
は
知
識
も
技
術
も
未
熟
で
十
分

に
貢
献
で
き
ず
、
お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
た
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
自
分
で
会
社
を
創
業

し
て
南
薩
地
域
へ
恩
返
し
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
人
材
不
足
で
、

機
械
が
故
障
し
て
も
、
す
ぐ
に
修
理
で
き
な
い

と
い
う
事
態
が
起
こ
り
え
ま
す
。「
自
分
た
ち

の
身
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
気
持
ち
を

も
っ
て
、
地
域
貢
献
と
し
て
、
南
薩
地
域
の
製

茶
工
場
で
働
く
若
者
を
巻
き
込
ん
で
、
一
丸
と

な
っ
て
製
茶
業
界
を
守
り
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
T
K
C
全
国
会
事
務
局

松
本
祥
彦

構
成
／
T
K
C
出
版

石
原

学
）

左端は日本政策金融公庫鹿児島支店の書川浩介課長
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中小企業支援委員会から

と
し
て
の
支
援
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

日
本
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は
日
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か
ら
創
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・
資
金

調
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通
じ
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連
携
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深
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た
た
め
、
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│
│
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ま
す
。

小
川

久
保
武
徳
税
理
士
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務
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当
支

店
と
の
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付
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約
20
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な
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ま
す
。

今
回
の
「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」
の
申
請

を
受
け
、
当
支
店
に
お
い
て
も
第
一
号
案
件
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ
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司
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書
川
に

報
告
し
ま
し
た
。「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」

で
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司
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申
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確
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き
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、
指
示
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受
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て
速
や
か

に
審
査
の
準
備
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
融
資
は
、
Ｃ
．
Ｐ
．
Ｆ
．
Ｅ
合
同
会
社
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の
創
業
計
画
や
5
か
年
経
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計
画
が
し
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か

り
と
作
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さ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
久
保
先

生
か
ら
對
間
社
長
の
人
と
な
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や
事
業
内
容
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
事
前
に
お
伺
い
し
て
い
た
こ
と
か

ら
安
心
感
が
あ
り
、
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

久
保

実
は
、
私
が
對
間
社
長
と
の
初
回
面

談
で
「（
融
資
は
）
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
言
え

た
の
も
、「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」
を
す

尽
き
れ
ば
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が
な
か
な

か
難
し
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
、
T
K
C
全
国
会
が
日
本
公
庫
と
連
携

し
て
、
對
間
社
長
の
よ
う
な
高
い
志
と
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
い
る
創
業
者
へ
迅
速
に
資
金
面
で

支
援
で
き
る
「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」
が

生
ま
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
創
業
計
画
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
融

ぐ
に
ご
提
案
し
た
の
も
、
對
間
社
長
の
ビ
ジ
ョ

ン
や
理
念
が
明
確
で
、
売
上
目
標
や
人
件
費
な

ど
の
数
字
を
具
体
的
に
示
さ
れ
、
そ
の
裏
付
け

と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
私

は
社
長
の
頭
の
中
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
整
理
し

「
見
え
る
化
」
し
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

T
K
C
に
は
継
続
M
A
S
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

の
で
、
社
長
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
変
動
損
益

計
算
書
と
、
資
金
繰
り
分
析
に
必
要
な
貸
借
対

照
表
を
含
む
創
業
計
画
書
や
5
か
年
経
営
計
画

書
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
T
K
C
会
員
な
ら
で
は
の
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

對
間

私
は
、
長
年
現
場
を
見
て
い
て
、
売

上
に
対
す
る
大
ま
か
な
必
要
経
費
は
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
例
え

ば
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
の
時
給
を

今
の
1
・
5
倍
に
上
げ
て
も
経
営
は
成
り
立
つ

の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
数
字
に
し
た
だ
け
で
す
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
融
資
決
定
の
お
か
げ
で
、

従
業
員
が
雇
用
で
き
、売
上
ア
ッ
プ
の
好
循
環

│
│
對
間
社
長
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
感
想
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

對
間

融
資
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
創
業
間

資
の
審
査
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化
す
る
に
は
、
従

来
の
紙
ベ
ー
ス
で
の
や
り
と
り
に
は
限
界
が
あ

る
と
以
前
か
ら
課
題
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ス
キ
ー
ム
は
、
創
業
支
援
の
現
場
で
大
き
な

効
果
を
発
揮
す
る
ツ
ー
ル
に
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

「
正
確
な
財
務
支
援
」と「
迅
速
な
融
資
支
援
」で

地
域
の
創
業
者
支
援
に
寄
与
し
た
い

│
│
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
川

当
支
店
の
職
員
は
、
経
営
者
に
と
っ

て
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手
は
、
創
業
か
ら
ず

っ
と
寄
り
添
っ
て
ご
支
援
さ
れ
て
い
る
税
理
士

の
皆
さ
ん
で
あ
る
こ
と
を
共
通
認
識
と
し
て
持

っ
て
お
り
、
非
常
に
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
久
保
先
生
の
事
務
所
の
担
当
に
な
っ
た

の
は
令
和
6
年
8
月
か
ら
で
す
が
、「
T
K
C

フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」
を
き
っ
か
け
に
、
久
保
先

生
と
よ
り
密
に
お
話
し
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
私
の
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
久
保
武
徳
税
理
士
事
務
所
様
と
の
連
携
を

一
層
深
め
て
、
と
も
に
お
客
様
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

久
保

今
後
も
、
地
域
の
創
業
者
支
援
に

「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」
を
積
極
的
に
活

用
し
、
創
業
企
業
が
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄

も
な
い
経
営
者
に
と
っ
て
非
常
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。
通
常
は
結
果
が
出
る
ま
で
の
2
〜

3
週
間
、
常
に
資
金
繰
り
の
こ
と
が
頭
か
ら
離

れ
ず
、
仕
事
に
集
中
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ

の
間
、
融
資
が
下
り
な
か
っ
た
場
合
の
次
の
手

を
打
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
業
務
計
画
が
立
て
ら

れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
事
前
に
知
り
合
い
か
ら
色
々
と

聞
い
て
い
た
の
で
、
創
業
時
の
融
資
は
簡
単
に

は
下
り
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
実

は
、
9
月
の
創
業
時
点
か
ら
従
業
員
の
採
用
を

検
討
し
て
い
た
の
で
す
が
、
取
引
先
と
の
契
約

は
入
金
が
2
カ
月
後
の
た
め
、
今
回
の
融
資
が

下
り
な
け
れ
ば
諦
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

無
事
融
資
が
決
定
し
た
こ
と
で
、
雇
用
が
実
現

し
、
売
上
も
当
初
予
定
よ
り
多
く
上
が
る
と
い

う
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
久
保
先
生
に
紹

介
い
た
だ
い
た
「
T
K
C
フ
ァ
ス
ト
リ
ン
ク
」

の
お
か
げ
で
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

久
保

今
回
の
事
例
は
、「
T
K
C
フ
ァ
ス

ト
リ
ン
ク
」
の
有
用
性
を
表
す
象
徴
的
な
ケ
ー

ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
も
創
業
者
で
す
か

ら
「
金
な
し
、
顧
客
な
し
、
コ
ネ
な
し
」
の
三

重
苦
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
特
に
資
金
繰

り
は
、
借
入
の
相
談
先
す
ら
知
ら
な
く
て
、
毎

日
、
手
元
の
資
金
が
減
っ
て
い
く
の
を
不
安
に

思
っ
て
眠
れ
な
い
夜
が
続
き
ま
し
た
。
資
金
が

与
で
き
る
よ
う
、
事
務
所
と
し
て
伴
走
型
の
支

援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
小
川
さ

ん
を
は
じ
め
日
本
公
庫
鹿
児
島
支
店
様
と
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
強
化
し
、「
正
確
な

財
務
支
援
」
×
「
迅
速
な
融
資
支
援
」
と
い
う

体
制
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

對
間

当
社
の
主
な
営
業
エ
リ
ア
は
、
薩
摩

半
島
の
南
端
に
あ
る
南
薩
地
域
で
す
。
こ
こ
は
、

以
前
勤
め
て
い
た
会
社
で
入
社
2
年
目
か
ら
5

年
間
担
当
し
て
い
た
場
所
で
す
。
そ
の
会
社
で

は
売
上
高
が
大
き
く
、
業
務
量
も
膨
大
で
し
た

が
、
当
時
の
私
は
知
識
も
技
術
も
未
熟
で
十
分

に
貢
献
で
き
ず
、
お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
た
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
自
分
で
会
社
を
創
業

し
て
南
薩
地
域
へ
恩
返
し
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
人
材
不
足
で
、

機
械
が
故
障
し
て
も
、
す
ぐ
に
修
理
で
き
な
い

と
い
う
事
態
が
起
こ
り
え
ま
す
。「
自
分
た
ち

の
身
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
気
持
ち
を

も
っ
て
、
地
域
貢
献
と
し
て
、
南
薩
地
域
の
製

茶
工
場
で
働
く
若
者
を
巻
き
込
ん
で
、
一
丸
と

な
っ
て
製
茶
業
界
を
守
り
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
T
K
C
全
国
会
事
務
局

松
本
祥
彦

構
成
／
T
K
C
出
版

石
原

学
）

左端は日本政策金融公庫鹿児島支店の書川浩介課長
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金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

政府系金融機関
1 日本政策金融公庫（国民生活事業） 東 京 都 平成30年10月 53,305 7,298
2 日本政策金融公庫（中小企業事業） 東 京 都 令和 2年12月 8,697 ─
3 商工組合中央金庫 東 京 都 平成29年 7月 8,390 2,312

都市銀行
1 三菱UFJ銀行 東 京 都 平成29年 2月 5,336 1,123
2 三井住友銀行 東 京 都 平成29年10月 4,392 624
3 りそな銀行 大 阪 府 平成29年10月 3,475 501
4 みずほ銀行 東 京 都 令和 元年 9月 3,411 540
5 埼玉りそな銀行 埼 玉 県 平成29年10月 2,344 462

地方銀行・第二地方銀行（上位50行）
1 静岡銀行 静 岡 県 平成29年 3月 4,928 1,500
2 八十二銀行 長 野 県 平成30年 5月 3,721 783
3 北洋銀行 北 海 道 平成29年 1月 3,715 501
4 足利銀行 栃 木 県 平成28年10月 3,538 905
5 千葉銀行 千 葉 県 平成29年 2月 3,358 638
6 中国銀行 岡 山 県 平成28年12月 3,261 639
7 北陸銀行 富 山 県 平成29年 4月 3,222 441
8 群馬銀行 群 馬 県 平成29年 1月 3,178 584
9 京都銀行 京 都 府 平成30年 7月 3,122 604
10 広島銀行 広 島 県 平成28年11月 2,602 432
11 常陽銀行 茨 城 県 平成28年10月 2,601 508
12 第四北越銀行 新 潟 県 平成29年 7月 2,561 697
13 あいち銀行 愛 知 県 平成31年 3月 2,471 467
14 西日本シティ銀行 福 岡 県 平成29年 5月 2,464 359
15 栃木銀行 栃 木 県 平成28年10月 2,444 551
16 武蔵野銀行 埼 玉 県 平成30年 8月 2,372 439
17 山陰合同銀行 島 根 県 平成28年11月 2,327 450
18 鹿児島銀行 鹿児島県 平成29年 7月 2,256 469
19 北國銀行 石 川 県 平成28年11月 2,213 354
20 名古屋銀行 愛 知 県 平成31年 2月 2,210 347
21 福岡銀行 福 岡 県 令和 元年 6月 2,133 390
22 七十七銀行 宮 城 県 令和 元年 6月 2,127 665
23 伊予銀行 愛 媛 県 平成28年11月 2,030 359
24 横浜銀行 神奈川県 平成28年12月 1,998 234
25 東邦銀行 福 島 県 平成29年 1月 1,924 332
26 百五銀行 三 重 県 平成28年10月 1,873 333
27 北海道銀行 北 海 道 平成29年 4月 1,802 250
28 京葉銀行 千 葉 県 平成29年 8月 1,799 332
29 十六銀行 岐 阜 県 平成28年12月 1,778 330
30 関西みらい銀行 大 阪 府 平成29年10月 1,741 208
31 滋賀銀行 東 京 都 平成29年 7月 1,706 373
32 きらぼし銀行 滋 賀 県 平成29年 1月 1,706 250
33 清水銀行 静 岡 県 平成29年 4月 1,655 699
34 三十三銀行 三 重 県 平成28年10月 1,578 284
35 池田泉州銀行 大 阪 府 平成29年 5月 1,578 228
36 大垣共立銀行 岐 阜 県 平成28年10月 1,560 270
37 トマト銀行 岡 山 県 平成28年12月 1,541 323
38 大光銀行 新 潟 県 平成29年 6月 1,426 460
39 沖縄銀行 沖 縄 県 平成28年11月 1,411 152
40 筑波銀行 茨 城 県 平成29年 3月 1,391 242
41 琉球銀行 沖 縄 県 平成29年12月 1,379 178
42 秋田銀行 秋 田 県 平成29年 5月 1,350 205
43 東和銀行 群 馬 県 平成28年10月 1,328 281
44 山口銀行 山 口 県 平成28年11月 1,321 264
45 百十四銀行 香 川 県 平成28年12月 1,299 205
46 宮崎銀行 宮 崎 県 平成28年11月 1,295 179
47 十八親和銀行 長 崎 県 平成29年 5月 1,277 150
48 岩手銀行 岩 手 県 平成30年 4月 1,258 227
49 山梨中央銀行 山 梨 県 平成29年 2月 1,249 307
50 仙台銀行 宮 城 県 平成28年12月 1,233 499

上記以外の地銀・第二地銀 計 34,961 6,786

金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

信用金庫（上位30庫）
1 浜松磐田信用金庫 静 岡 県 平成29年 1月 2,914 876
2 京都信用金庫 京 都 府 平成28年11月 2,408 666
3 多摩信用金庫 東 京 都 平成29年 8月 2,313 486
4 埼玉縣信用金庫 埼 玉 県 平成30年12月 2,232 413
5 京都中央信用金庫 京 都 府 平成29年 1月 1,772 394
6 しずおか焼津信用金庫 静 岡 県 平成29年 6月 1,759 771
7 西武信用金庫 東 京 都 平成28年12月 1,519 292
8 大阪シティ信用金庫 大 阪 府 平成30年 5月 1,465 169
9 岐阜信用金庫 岐 阜 県 平成28年10月 1,386 212
10 島田掛川信用金庫 静 岡 県 平成30年11月 1,336 556
11 北海道信用金庫 北 海 道 平成29年 3月 1,322 167
12 城北信用金庫 東 京 都 平成30年 5月 1,303 218
13 広島信用金庫 広 島 県 平成30年 6月 1,297 125
14 横浜信用金庫 神奈川県 平成29年12月 1,274 114
15 尼崎信用金庫 兵 庫 県 令和 2年 2月 1,265 158
16 巣鴨信用金庫 東 京 都 平成29年 5月 1,248 226
17 大阪信用金庫 大 阪 府 令和 元年12月 1,230 127
18 飯能信用金庫 埼 玉 県 平成29年 6月 1,210 254
19 東京東信用金庫 東 京 都 平成29年 1月 1,174 171
20 川崎信用金庫 神奈川県 平成29年11月 1,139 95
21 朝日信用金庫 東 京 都 平成28年10月 1,120 131
22 おかやま信用金庫 岡 山 県 平成29年 9月 1,086 270
23 城南信用金庫 東 京 都 平成30年 2月 1,074 130
24 岡崎信用金庫 愛 知 県 平成28年10月 998 203
25 碧海信用金庫 愛 知 県 平成30年 7月 997 197
26 青梅信用金庫 東 京 都 平成28年12月 933 187
27 帯広信用金庫 北 海 道 平成29年 1月 923 84
28 鹿児島相互信用金庫 鹿児島県 平成30年 9月 920 239
29 北おおさか信用金庫 大 阪 府 平成31年 1月 911 160
30 瀬戸信用金庫 愛 知 県 平成29年 2月 888 122

上記以外の信用金庫 計 55,112 11,688

信用組合（上位5組合）
1 長野県信用組合 長 野 県 平成28年10月 1,140 414
2 茨城県信用組合 茨 城 県 平成29年12月 788 114
3 広島市信用組合 広 島 県 平成30年 2月 493 39
4 兵庫県信用組合 兵 庫 県 平成30年12月 453 93
5 新潟縣信用組合 新 潟 県 平成30年11月 386 96

上記以外の信用組合 計 8,080 1,925

信用保証協会（上位5協会）
1 北海道信用保証協会 北 海 道 令和 元年 6月 3,194 327
2 東京信用保証協会 東 京 都 令和 4年 4月 2,358 519
3 愛知県信用保証協会 愛 知 県 平成29年 5月 2,339 396
4 静岡県信用保証協会 静 岡 県 平成28年12月 2,189 880
5 岐阜県信用保証協会 岐 阜 県 平成30年 7月 1,306 188

上記以外の信用保証協会 計 17,343 4,488

金融機関業態区分 全金融
機関数

モニタリング情報サービス利用金融機関

金融機関数

利用申込件数

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

1 都銀・政府系 10 10 92,393 13,318
2 地銀・第二地銀 97 96 141,271 27,663
3 信用金庫 254 247 96,528 19,901
4 信用組合 129 79 11,340 2,681
5 信用保証協会 51 45 28,729 6,798
6 その他 ─ 24 553 192

合計 541 501 370,814 70,553

■ 金融機関業態区分別集計
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■ 都市銀行等
みずほ銀行
三菱UFJ銀行
りそな銀行
三井住友銀行
商工組合中央金庫
日本政策金融公庫（国民生活事業）
日本政策金融公庫（農林水産事業）
日本政策金融公庫（中小企業事業）
沖縄振興開発金融公庫

■ 北海道
北海道銀行
北洋銀行
北海道信用金庫
室蘭信用金庫
空知信用金庫
苫小牧信用金庫
北門信用金庫
伊達信用金庫
北空知信用金庫
日高信用金庫
渡島信用金庫
道南うみ街信用金庫
旭川信用金庫
稚内信用金庫
留萌信用金庫
北星信用金庫
帯広信用金庫
釧路信用金庫
大地みらい信用金庫
北見信用金庫
網走信用金庫
遠軽信用金庫
北央信用組合
札幌中央信用組合
空知商工信用組合
十勝信用組合
釧路信用組合
きたそらち農業協同組合
東神楽農業協同組合
十勝清水町農業協同組合
鹿追町農業協同組合
北海道信用保証協会

■ 青森県
青森みちのく銀行
東奥信用金庫
青い森信用金庫
青森県信用保証協会

■ 岩手県
岩手銀行
東北銀行
北日本銀行
盛岡信用金庫
一関信用金庫
北上信用金庫
花巻信用金庫
水沢信用金庫
岩手県信用保証協会

■ 宮城県
七十七銀行
仙台銀行
杜の都信用金庫
宮城第一信用金庫
石巻信用金庫
仙南信用金庫
気仙沼信用金庫
石巻商工信用組合
古川信用組合
仙北信用組合

■ 秋田県
秋田銀行
北都銀行
秋田信用金庫
羽後信用金庫
秋田県信用組合
秋田県信用保証協会

■ 山形県
荘内銀行
山形銀行
きらやか銀行
山形信用金庫
米沢信用金庫
鶴岡信用金庫
新庄信用金庫
北郡信用組合
山形中央信用組合
山形第一信用組合

■ 福島県
東邦銀行
福島銀行
大東銀行
会津信用金庫

郡山信用金庫
白河信用金庫
須賀川信用金庫
ひまわり信用金庫
あぶくま信用金庫
二本松信用金庫
福島信用金庫
福島県商工信用組合
いわき信用組合
相双五城信用組合
会津商工信用組合
福島県信用保証協会

■ 茨城県
常陽銀行
筑波銀行
水戸信用金庫
結城信用金庫
茨城県信用組合
茨城県信用保証協会

■ 栃木県
足利銀行
栃木銀行
足利小山信用金庫
栃木信用金庫
鹿沼相互信用金庫
佐野信用金庫
大田原信用金庫
烏山信用金庫
真岡信用組合
那須信用組合
栃木県信用保証協会

■ 群馬県
群馬銀行
東和銀行
高崎信用金庫
桐生信用金庫
アイオー信用金庫
利根郡信用金庫
館林信用金庫
北群馬信用金庫
しののめ信用金庫
あかぎ信用組合
群馬県信用組合
ぐんまみらい信用組合
群馬県信用保証協会

■ 埼玉県
埼玉りそな銀行
武蔵野銀行
埼玉縣信用金庫
川口信用金庫
青木信用金庫
飯能信用金庫
熊谷商工信用組合
埼玉県信用保証協会

■ 千葉県
千葉銀行
千葉興業銀行
京葉銀行
千葉信用金庫
銚子信用金庫
東京ベイ信用金庫
館山信用金庫
佐原信用金庫
房総信用組合
銚子商工信用組合
君津信用組合
東日本信用漁業協同組合連合会
千葉県信用保証協会

■ 東京都
きらぼし銀行
東日本銀行
朝日信用金庫
興産信用金庫
さわやか信用金庫
東京シティ信用金庫
芝信用金庫
東京東信用金庫
東榮信用金庫
亀有信用金庫
小松川信用金庫
足立成和信用金庫
東京三協信用金庫
西京信用金庫
西武信用金庫
城南信用金庫
昭和信用金庫
東京信用金庫
城北信用金庫
瀧野川信用金庫
巣鴨信用金庫
青梅信用金庫
多摩信用金庫
文化産業信用組合

東京厚生信用組合
東信用組合
江東信用組合
青和信用組合
中ノ郷信用組合
七島信用組合
大東京信用組合
第一勧業信用組合
PayPay銀行
東京信用保証協会

■ 神奈川県
横浜銀行
神奈川銀行
横浜信用金庫
かながわ信用金庫
湘南信用金庫
川崎信用金庫
平塚信用金庫
さがみ信用金庫
中栄信用金庫
中南信用金庫
神奈川県医師信用組合
神奈川県歯科医師信用組合
神奈川県信用保証協会
横浜市信用保証協会
川崎市信用保証協会

■ 新潟県
第四北越銀行
大光銀行
新潟信用金庫
長岡信用金庫
三条信用金庫
新発田信用金庫
柏崎信用金庫
上越信用金庫
新井信用金庫
村上信用金庫
加茂信用金庫
新潟縣信用組合
興栄信用組合
はばたき信用組合
協栄信用組合
巻信用組合
新潟大栄信用組合
塩沢信用組合
糸魚川信用組合
十日町農業協同組合
新潟県信用農業協同組合連合会
新潟県信用保証協会

■ 富山県
北陸銀行
富山銀行
富山第一銀行
富山信用金庫
高岡信用金庫
新湊信用金庫
にいかわ信用金庫
氷見伏木信用金庫
砺波信用金庫
石動信用金庫
富山県医師信用組合
富山県信用組合
富山県信用保証協会

■ 石川県
北國銀行
金沢信用金庫
のと共栄信用金庫
はくさん信用金庫
興能信用金庫
金沢中央信用組合
石川県医師信用組合
石川県信用保証協会

■ 福井県
福井銀行
福邦銀行
福井信用金庫
敦賀信用金庫
小浜信用金庫
越前信用金庫
福井県信用保証協会

■ 山梨県
山梨中央銀行
甲府信用金庫
山梨信用金庫
山梨県民信用組合
都留信用組合
山梨県信用農業協同組合連合会
山梨県信用保証協会

■ 長野県
八十二銀行
長野銀行
長野信用金庫

松本信用金庫
上田信用金庫
諏訪信用金庫
飯田信用金庫
アルプス中央信用金庫
長野県信用組合
長野県信用農業協同組合連合会
長野県信用保証協会

■ 岐阜県
大垣共立銀行
十六銀行
岐阜信用金庫
大垣西濃信用金庫
高山信用金庫
東濃信用金庫
関信用金庫
八幡信用金庫
岐阜商工信用組合
飛騨農業協同組合
飛騨信用組合
益田信用組合
めぐみの農業協同組合
岐阜県信用保証協会
岐阜市信用保証協会

■ 静岡県
静岡銀行
スルガ銀行
清水銀行
静岡中央銀行
しずおか焼津信用金庫
静清信用金庫
浜松磐田信用金庫
沼津信用金庫
三島信用金庫
富士宮信用金庫
島田掛川信用金庫
富士信用金庫
遠州信用金庫
静岡県医師信用組合
静岡県信用農業協同組合連合会
ハイナン農業協同組合
静岡県信用保証協会

■ 愛知県
あいち銀行
名古屋銀行
愛知信用金庫
豊橋信用金庫
岡崎信用金庫
いちい信用金庫
瀬戸信用金庫
半田信用金庫
知多信用金庫
豊川信用金庫
豊田信用金庫
碧海信用金庫
西尾信用金庫
蒲郡信用金庫
尾西信用金庫
中日信用金庫
東春信用金庫
愛知県医師信用組合
豊橋商工信用組合
愛知県中央信用組合
愛知県信用保証協会
名古屋市信用保証協会

■ 三重県
三十三銀行
百五銀行
北伊勢上野信用金庫
桑名三重信用金庫
紀北信用金庫
三重県信用保証協会

■ 滋賀県
滋賀銀行
滋賀中央信用金庫
長浜信用金庫
湖東信用金庫
滋賀県信用組合
滋賀県信用保証協会

■ 京都府
京都銀行
京都信用金庫
京都中央信用金庫
京都北都信用金庫
京都信用保証協会

■ 大阪府
関西みらい銀行
池田泉州銀行
大阪信用金庫
大阪シティ信用金庫
大阪商工信用金庫
永和信用金庫

北おおさか信用金庫
枚方信用金庫
のぞみ信用組合

■ 兵庫県
但馬銀行
みなと銀行
神戸信用金庫
姫路信用金庫
播州信用金庫
兵庫信用金庫
尼崎信用金庫
日新信用金庫
淡路信用金庫
但馬信用金庫
西兵庫信用金庫
中兵庫信用金庫
但陽信用金庫
兵庫県医療信用組合
兵庫県信用組合
淡陽信用組合
兵庫県信用農業協同組合連合会
兵庫県信用保証協会

■ 奈良県
南都銀行
奈良信用金庫
大和信用金庫
奈良中央信用金庫
奈良県信用保証協会

■ 和歌山県
紀陽銀行
新宮信用金庫
きのくに信用金庫
紀南農業協同組合

■ 鳥取県
鳥取銀行
鳥取信用金庫
米子信用金庫
倉吉信用金庫
鳥取県信用保証協会

■ 島根県
山陰合同銀行
島根銀行
しまね信用金庫
日本海信用金庫
島根中央信用金庫
島根益田信用組合
島根県農業協同組合
島根県信用保証協会

■ 岡山県
中国銀行
トマト銀行
おかやま信用金庫
水島信用金庫
津山信用金庫
玉島信用金庫
備北信用金庫
吉備信用金庫
備前日生信用金庫
笠岡信用組合

■ 広島県
広島銀行
もみじ銀行
広島信用金庫
呉信用金庫
しまなみ信用金庫
広島市信用組合
広島県信用組合
両備信用組合
広島県信用保証協会

■ 山口県
山口銀行
西京銀行
萩山口信用金庫
西中国信用金庫
東山口信用金庫
山口県信用組合
山口県信用農業協同組合連合会
山口県農業協同組合
山口県漁業協同組合
山口県信用保証協会

■ 徳島県
阿波銀行
徳島大正銀行
徳島信用金庫
阿南信用金庫
徳島県信用保証協会

■ 香川県
百十四銀行
香川銀行

高松信用金庫
観音寺信用金庫
香川県信用組合
香川県信用保証協会

■ 愛媛県
伊予銀行
愛媛銀行
愛媛信用金庫
宇和島信用金庫
東予信用金庫
川之江信用金庫
うま農業協同組合
愛媛たいき農業協同組合
愛媛県信用保証協会

■ 高知県
四国銀行
高知銀行
幡多信用金庫
高知県信用保証協会

■ 福岡県
福岡銀行
筑邦銀行
西日本シティ銀行
北九州銀行
福岡中央銀行
福岡信用金庫
福岡ひびき信用金庫
大牟田柳川信用金庫
筑後信用金庫
飯塚信用金庫
田川信用金庫
大川信用金庫
遠賀信用金庫

■ 佐賀県
佐賀銀行
佐賀共栄銀行
唐津信用金庫
佐賀信用金庫
伊万里信用金庫
九州ひぜん信用金庫
佐賀東信用組合
佐賀西信用組合
佐賀県信用保証協会

■ 長崎県
十八親和銀行
長崎銀行
たちばな信用金庫
長崎三菱信用組合
西海みずき信用組合
長崎県信用保証協会

■ 熊本県
肥後銀行
熊本銀行
熊本信用金庫
熊本第一信用金庫
熊本中央信用金庫
天草信用金庫
熊本県信用組合
熊本県信用保証協会

■ 大分県
大分銀行
豊和銀行
大分信用金庫
大分みらい信用金庫
日田信用金庫
大分県信用組合
べっぷ日出農業協同組合
大分県信用保証協会

■ 宮崎県
宮崎銀行
宮崎太陽銀行
宮崎第一信用金庫
延岡信用金庫
高鍋信用金庫
宮崎県信用保証協会

■ 鹿児島県
鹿児島銀行
南日本銀行
鹿児島信用金庫
鹿児島相互信用金庫
奄美大島信用金庫
鹿児島興業信用組合
鹿児島県信用農業協同組合連合会
鹿児島県信用保証協会

■ 沖縄県
琉球銀行
沖縄銀行
沖縄海邦銀行
コザ信用金庫
沖縄県信用保証協会

23

「TKCモニタリング情報サービス」
全国の採用金融機関一覧（501機関） 令和7年12月31日現在

都道府県別、金融機関コード順



『TKCモニタリング情報サービス通信』 Vol.73
発行日　令和8年1月29日

発行所　
東京都新宿区揚場町2-1 軽子坂MNビル5F

本誌に関するお問合せ（部数追加・送付先変更等）
TEL：03-3267-0622（金融機関専用ダイヤル）
E-MAIL：fi ntech.banks@tkc.co.jp
担当：中村・井上

『TKCモニタリング情報サービス通信』のバックナンバーは
TKCグループホームページでご覧いただけます。
URL：https://www.tkc.jp/fx/bank/magazine/




